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1　 は　 じ　め　 に

　明治 20年代に入 る と，わ が国の 初等教育界で は ， 義務教育 に関連す る諸制度の 整 備に 伴 う試

験制 の厳格化 ， ある い は詰め込 み教育や就学率向上政策の 強化が よ り顕著 とな っ た 。 こ うした

教育状況 の 下で ， 明治 23 （1890）年 ， 長野 県松本尋常小学校 に 落第生の た め の 学級が ， 能力別

編制 の
一

環 と して 設け られた 。 とれ がわ が国の 特殊学級の 起 こ りで あ り，精神薄弱児教育の 始

ま りで あ っ た 。 そ の後 ， 主 と して 軽度精神薄弱児対象の 特別 学級が小学校及び師範学校附属小

学校 に 設置 され，一方，重 度精神薄弱児対象の保護 ・教育を 目的と した施設 も有識者 らに よ っ

て設立され るに至 っ た。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （D −・

（11 ）

　明治期 に おける学級 の 設 置 と施 設設立の 概 況は，次の よ うで あ っ た 。 小学校で は，期 治 23

（1890）年長野県松本尋常小学校 （落第生学級＝ 学級名称，以下同じ）， 同29 （1896）年長野県

長野尋常小学校 （晩熟生学級）， 同31 （1898）年長野県飯山尋常小学校 （単級）， 同34 （1901）

年京都市淳風尋常小学校 （成績不良組）・ 群馬県館林尋常小学校 （劣等児学級），同37 （1go4）

年神戸市湊川尋常小学校 （特殊学級）， 同38 （1go5 ）年東京市万年尋常小学校 ・同市鮫橋尋常

小学校 （特別学級）・ 兵庫県弘道尋常小学校 （劣等児学級）， 同39 （1906）年長野市城 山尋常

小学校 （低能児学級），同42 （1909 ）年熊本市山崎尋常小学校 （低能児学級），同 43 （1910）年

長野県小諸尋常小学校 ・同県臼田尋常小学校 （劣等児学級）・大阪市東平野 尋常高等小学校 （特

殊学級） な どが あっ た 。 続い て ，附属小学校で は，明治39 （1906）年大阪府師範学校附属小学

校 （教育治療室），同40 （1907）年岩手県師範学校附属小学校 （劣等児学級）・大阪府師範学校

附属小学校 （晩熟生学級）， 同41 （1908）年東京高等師範学校附属小学校 （補助学級）・姫路師

範学校附属小学校 （特別学級）・長野県師範学校附属小学校 （補助学級）・福岡県女子師範学校
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附属小学校 （奨学級 ・補助学級）・和歌山県師範学校附属小学校 （低能児学級）， 同 43 （1910）

年北海道師範学校代用附属小学校 （劣等児 学級 ）・明石女子 師範学校附属小学校 （特別学級），

同45 （1912）年奈良県女子高等師範学校附属小学校 （特別学級）・長岡女子師範学校附属小学

校 ・岡山県女子師範学校 附属小学校 （劣等児特別 教育）が あ っ た 。 また，施設で は，明治39

（1906）年の 石井亮 一 （1867 − 1937）に よ る滝 乃川 学 園 ， 同 42 （1909）年脇 田良吉 （1875 −

1948）によ る 白川学園 ， 同44 （1911）年川 田貞治郎 （1879− 1959）設立の 日本心育園 ， 大正 5

（1916）年岩崎佐一 （1876− 1962 ）設 立 の 桃花塾が あ っ た 。

　以上 か ら もうか が え るが ， わが 国の 精神薄弱児教育 の発展 過程 に は ， 三 つ の 流れが見 られた 。

即ち ，

一つ は，小学校に おける劣等児や低能児，ある い は学業不振児対象の 特別学級教育で あ

り，
二 っ は ， 明治末期に始ま っ た 「実験学校 と して の 性格 を もっ て 本質的に精神薄弱児の 指導

を検討 しよ うとす る試み」を もち，当初小学校の そ れ と若干異質の教育実践内容を示 した師範
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （12）

学校附属小学校 に おける特別学級教育で ある。また，今一
つ は，低能児 及 び 「白痴児 の 収容施

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 く13）

設の 設置 とそ こ で の 教育 の 試み」 で あ る 。
こ の精神薄弱児教育 の 流れ を踏まえ なが ら，

こ の教

育の 実践過程 にお ける体育的内容を史的に概観 し ， 特別学級や施設教育 の 下で 体育 が どの よ

うに 位置づ け られ 性格づ け られて い っ たか を検討す る こ とは ， 精神薄弱児 の 教育上重要 な こ と

と考え られ る 。

E　 目 的

　本稿は，明治 ・大正初期に 展 開され た公立小学校及び附属小学校 に お ける劣等児 ・低能児 の

ため の 特別 学級教育で，体育的諸活動が ど の よ う に性格づ け られ，体操科が ど の よ う に位置づ

け られ て い たか を ， そ の 背景 な どの 関連に お い て 若干の検 討を加え る もの で あ る 。

皿　 方 法

　本稿で は ，

一般教育史 ， 障害児教育史，精神薄弱問題史研究紀要な ど の 資料や報告を参考文

献 と し， 且 つ 地方教育史 ， 学校史，特別学級に 関す る実践報告 （書，論文）を主た る史 ・ 資料

として 考察 を進め る 。

IV 結果と 考察

　「学制」には ， 進級球び卒業の 試験制度が規定され て い た 。 これが 「学力向上」政策と相ま っ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （ユ4），（15）

て 児童の 優劣を明 らかに する結果を生む こ とに な る。一方．明治 13 （1880）年の 「教育令」 の

改正に伴 う 「就学督責規則」 の 制定 ， 同 19 （1886）年 の 「小学校令」 に よ る不就学扱 い の 届出

制か ら許可制へ の 変化 ， 同23 （1890）年及び同 33 （1900）年の 改正 「小学校令」 によ る義務教
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （16＞

育の 強化 と， それに伴 う就学猶予 ・免除認可権 の 強化などに見 られ るよ うに ， 義務教育の 鋼度

的 ・内容的確立 と ともに就学率が 向上 し， その 過程で 学級編制が可能な大都市に劣等児， 低能

児 ， 落第生な どと呼ばれ る学業不振児 や 非行児 の 問題 が顕在化す る こ と とな っ た 。 現場で は ，

これに対 して単
一

学級， 同
一

学年で の 個人的な座席配置の 工 夫 （座席指定法式）や ， 優劣の グ
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ル
ープ に 分けて 指導す る分団式指導法 （以下 ， 分団式編制法 とい う）， あるい は業間，放課後

及び休暇時の 特別 指導 （課外方式）な ど の 対応策が 講じられたが，新た な特別学級 （所属移動

編成法 と能力別編制法）を編制 して ， これ らの 児童の 教育に当た ろ うとす る学校 も現わ れ た の

で ある 。

　 1． 学力 向上 政策と体育

　長野県松本尋常小学校の 「落第生学級」に始ま る学業不振児の教育は ， 試験制度下 にお ける
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （ユ7）

落第生対策 とい う現実的要請か ら発足 した もの で あり，従 っ て 「促進学級的性格」をも っ て い

た。当時，成績不良の判定は主 と して 国語科と算術科 の 成績によ っ て な され ， そ こ で の 教育の

主 眼はそれ ら主要教科の 成績を向上 させ る こ とに あ っ た 。 そ の 教科内容は一般の 普通学級 に準
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （18）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （19）

拠 した もの であ っ たが，例え ば，長野県松本尋常小学校や長野市後町尋常小学校の 事例 も示す

よ うに ， 実際に は国語 科と算術科を重 要視 した指導が行な われ た の で ある 。

　こ うした教育思潮の 下で は ， 特別学級が設置 されて も当然な が ら体操科は疎外されが ちで あ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （マ マ 　

っ た 。 兵庫県弘道尋常小学校 の 「体操や 図画の 時間を算数 ・国語の 時間に変更 し，これ らの 教
　 　 　 　 　 　 　 （2o ）

育 に集中 して い た」指導事例，長野市後町尋常小学校 の 「他級生 は花 々 しくテ ニ ス をや っ て お
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Cマ？）　　 　　 　 （マ マ ）

る　低能学級の 生徒は器具な き為め にや るを事を得ず　受持 は生徒に や らせ た い と思 っ て も低
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

り
　　　　　　 　　　　　　　　 　　 ｛21）

能学級の 主脳 た る主任 に於て は此有様 を見て 可愛 そ
一

とも又気 の 毒とも思 はれ な い 様子」 と い

う実態や指導者の 姿勢，群馬県館林尋常小学校の 「一学年又 は
一学期 の 終 りを待 たず して 他の

　 　 　 c22 ）

組に 編入」 させ るとい う進級事例 な どは，学力向上政策を背景 とした主要教科重視の 結果か ら

生起 した現象で あ っ た。

　 こ の 学力向上政策の 姿勢 は，明治末期 に 至 つて も依然 として 続 き，義務教育の 年限延長 （明

治41＜ 1908＞年）や教科書 の 改定 （明治44＜ 1911＞年），ある い は府県単位｝こ お ける学力検査

の 実施などに よ っ て 具現化 されて い っ た 。 そ の 結果 ， 教育現場で は劣等児 ・低能児問題が ます

ます顕在化する こ，と とな り，当局 は 「大小さま ざま の講習会，研究会」 を もっ て対応 した が，

それ 自体 「文部省が ， 劣等児 ・ 低 能児教育 として 具体 的に提起 した の で はな く」， 学力向上政
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （23）

策が 「教育現場 に作用 して い く過程」で 生起した 問題で あ っ た こ とか ら；特別学級 の泡沫現象

的な設置 と改廃が続 き， 学校間の 連携 よ りも，む しろ各学校の 独自性が 強あ られて い っ た 。 従

っ て，明治期 に おける劣等児，低能児の 教育的対応 に は，障害児教育 として 進展 して い くため

の 限界が見 られ ， そ の 実践は こ うした障害児に つ い て の 教育的展望を開 く足掛か りを作 っ た程

度 に終わ っ た と言えよう。

　 2． 学級編制法と体育

　成績不振児が 劣等児 ， 低能児 ， あ る い は成績不良児な ど と呼ばれ て 教育問題化 し，それ らの

児童の た めの 特別学級が一部 の 府県で 開設 されて 以来，わが国 の 初等教育界は学級編制法に対

し高い 関心 を示 して きた 。 また ， 明治末期 に は ， 乙竹岩造 （1875 − 1953） らに よ る ド イ ツ で 試
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （24 ）

行され た マ ンハ イム ・シ ス テ ム （Mannheimer　Schu1System）の 紹介や ，文部省訓令第六号 「師

範学校規程の 要 旨及施行上 の 注意 事項」 （明治 40＜ 1907＞年）にお け る 「特別学級」の 設置奨
c25）

励 な ど と相ま っ て ，附属小学校に お い て も学級編制法が研究対象 として取 り上げ られ るよ うに

な り， 関心 の 高まりに拍車をか けた 。
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　当時の 主要な学級編制法に は， 特定の 教科時だけ特別学級に て 指導す る所属移動編制法 （著

者は 日本体育学会第 34回大会 に て 「特定教科方式」 と い う仮称で 報告 したが ， 本稿で は こ の よ

うに 呼称す る），及 び学力水準 の 達成の 有無に よ っ て 所属を決定 し，

一
定期間所属を固定 して

お く単級の 能力別編制法が あ っ た 。 なお，こ の 両者 とは若干異質な指導形態を とっ た分団式編

制法，即ち，単
一学級内で同

一
学年を優劣の グル

ー
プ に分け て 指導す る方法が見 られ た。こ う

した編制の 在 り方は ， 教育方針 ， 換言すれば体操科の 位置づ け とも深い係わ りをも っ て い た 。

以下 ， 各編制法にお ける体育的対応に つ い て 検討を加 え て い くこ と にす る 。

　（1） 分団式編制法　兵庫県明石女子師範学校附属小学校で は，明治42 （1909）年頃よ り及川
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （2S）

平治 （1875 − 1939）の 主 唱する分団式教育 を開始 して い る 。 ま た ，
こ の 思潮を受けて 奈良県女

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （27），（28 ）

子高等師範学校附属小学校で も，大正初年 よ り こ の 方式 に つ い て 取 り組み を始 め て い る 。 こ の

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 c29）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （3o ）

指導方式 を主 唱 した及川 の 理 論は，John　Dewey （1859 − 1952），　 E ．0 ．　S6guin （1812 − 1880），
　 　 　 　 　 （31 ）　　　　　　　 〔32 ）　　　　　　 （33 ）

0 ．M ．　Johnes，乙竹岩造 ， 笠原道夫 （1883− 1952） らの 理 論を参考 に実践を通 して 構築 され

たもの で あ り， 成績不良の ために進級で きな い 児童の個別指導か ら出発 した もの で あっ た 。 ま

た，こ の 理 論の 基本理念 は 「活動主義」，「個人差の重視」及び 「自学主義」に あ り， 体育は 「身
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （34）

体を とおして おこ なう教育」で あ ると，当時 として は近代的な感覚で とらえ られて い た 。 しか

しなが ら， こ の 新理論の 適用は ， 徳性 ， 知能及び身体 に おい て やや低弱で， しか も被陶冶性が

あ り普通の 小学校教育を施す べ き児童で あ る 「第
一
種異常児」 に 限 られ ， 画

一
的注 入主 義の 指

導に よ っ て 最も被害を受 けて い た と考え られ る魯鈍 ， 痴愚，白痴，て んか ん ， 盲， 聾な ど の 「第
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 〔35），（36）
二 種異常児」 は除 外され て い た 。 そ うした観点 か ら， こ の 分団式編制法に よ る教育法は ， 障害

児 の 発達 の 可能性を疑問視 し， 障害児 を被教育権の 主 体 とと らえ て い なか っ た と言わざる を得

な い
。 従 っ て ， そ こ に は障害児の ため の体育 ， ある い は障害児の ため の 体操科の 在 り方 な どを

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （3T）

追求 しよ うとす る姿勢は見 られ なか っ た 。 強い て こ の 方式の 体育史的な 意義を探る とすれば ，

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ｛38）

大正 時代 に 至 っ て 小学校体操科で も分団式が適用されるよ うに な っ た こ とか ら，実習科に まで

適用で きる理念を提供 し，こ の 分野に対 して実践へ の契機を与え た ことに意義を求める ことが

で きるだろう。

　   　所属移動編制法　こ の 編制法 は，前述 の よ うに，特定教科，一
般的に は国語 と算術 に限

’
り ， 指定 した児童 を原級か ら離れ させ ， 新 し く編制 した特別の 学級で 特別指導を行な うもの で

あ る 。
こ の 方式を採用 した代表校 と して ， 明治 39 （1906）年か ら同40 （1907）年 にかけて の大

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （39），（4G ）

阪府師範学校附属小学校 に おける成績不良児の ため の 特別学級 と，明治41 （1908）年の 福岡県

女子師範学校附属小学校における 「学業劣等ノ児童及 ビ感覚不完全ナ ル 児童」対象に設けられ
　 　 　 　 　 （41）
た特別学級 を挙げ る こ とが で きる 。

　 大阪府師範学校附属小学校の 場合は ， 「遊戯， 唱歌 ， 手工 ， 修身な とに就きて は他の 児童と

共 に遊 は し共 IC学 は しむ るも不可能 にあ らす 且 つ 又全 く別者扱を為 して は之か ために却て是
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （42）

等児童の 人格心情に面白か らさ る傾向を発せ しむ るを恐 る 丶 を以 て 」，

』
こ の 方式を採用 した と

い う。 また ， 福 岡県女子 師範学校附属小学校 における こ の 方式の 採用理 由は，「普通 ノ児童 ト

共 二 教授 セ ラ ル ベ キ機会 ヲ多カ ラ シ メ ン コ ト ヲ努 メ タ ル ト我国ノ 現状 ト シ テ今日以上 ノ 設備 ヲ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （43 ）

要求 ス ル コ トノ不可能ナ ル コ ト」 で あ っ た。 い ずれに も， 成續不良の 児童 をで きるだけ一般児

童 の 中で 指導す べ きで あるとい う近代的な障害児教育観が うかがわれる。 しか し，両学級とも

短期間で 全教科目指導の 独立 した単級に移行 ・進展 して い る ことか ら， そ の 主 た る理由は ， 対
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象児の 知的能力程度が若干高か っ た こ と ， 実験的意 図が あ っ た こ と ， 教員や教室な ど の 管理 面

に不備が あ っ た こ とで あろう。 そ うした観点か ら， こ の 方式は ， 単級 として の 能力別編制法 へ

移行 して い くた めの 前段階的教育形態で あ っ た と言 え る 。

　なお ， この 方式では， 成績不良の 児童一人ひとりに対す る体育上の 配慮が無視されて い たわ

けで はなか っ た 。 例 えば ， 大阪府師範学校附属小学校 の 場合 ， 遊戯は他 の
一
般児童 とともに指

導されたが ， 「個人に対する特殊的教育手段」 と して 「愉快に遊戯を奨励 して 快活な る心情の

惹起を努む るこ と」や ， 「身体方面 に留意す る こ と」．な ど ， 体育 的な配 慮が教科及び課外を通

じて なされ，「栄 養状態を して充分な らしむ るこ と」な どの 養護指 導 も家庭 との 連携の 下で 実

践されて い た 。 しか し， そ うした体育的指導が学校 ・家庭生活を通 じて 細か く実践されて も，

こ の 方式 自身一般児童 とともに指導す るた め，成績不良児 に対す る体操科 の 指導，換言すれば

障害児に対す る適切な体育的指導を実践するに は限界が あ り，
こ の 方式で は十分な障害児の 体

育的指導 は期待 され なか っ た 。

　  　能力別編制法　児童の 学力差を中心 に 年齢や性も配慮 し単級 として 編制された特別 の学

級は ， こ の 教育の 草創期 よ り設け られ，教育方針，内容及 び指導法に お い て 健常児 に対す る も

の と若干異な る対応を見せ た 。 しか し， 体育面 ， 特に体操科 とい う教科領域に限定 した場合 ，

明治30年代まで には注目す べ き対応 は見 られなか っ た。 明治末期 に至 り，「司30年代後半に移入

されて き た欧米の 低能児教育の影響が，漸 く教育現場 にお い て 具現化 し姶めた 。 体育面で 特 に
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （

・44）

注目すべ き事例は ， 東京高等師範学校附属小学校の 補助学級と熊本市山崎尋常小学校の 特別学

級で あ っ た 。 以下 ， 両学級に おける指導の 実際を若干検討す る こ とに した い 。

　   東京高等師範学校附属小学校補助学級　こ の 補助学級は， 当初特別学級 と呼 ばれ ， 「同校部
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ソ

長樋口 長市 の 提唱に よ り， 欧米の 低能児教育の 実際を視察研 究した同校教授乙竹岩造 の 帰国に

よ っ て 機が 熟して 開設された」 もの で あ っ た 。 ま た ， それ は 「ド イ ツ の 補助学級を モ デ ル に し

て 」，「そ の 大綱 は樋 口部長 の指示す る とこ ろ」に よ り作成 され，訓導小林佐源治 （1880 − 1964 ）
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （4s ）　　　　　　　　 ，　　　　　　　　　　　　　　

’

によ っ て実際運 営がな された。 所属児童 は ， 「近 隣の小学校 におい て ， 当時精神 ， 身体 ともに

著 しく劣弱で ， 原級に 留め置かれて もなお教育効果の 期待で きな い い わゆる r低能児』 と呼ば
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （46 ），（4T ）

れ た児童」 で，各種の 検査 ・ 調 査を行な っ て選ばれた児童で あ っ た 。

　小林 は低能 児教育の 目標につ い て ， 「第一に は授業を行ひ て 知識感情の涵養をぼかるべ し。

第二 に は体操遊戯其の 他に 於て身体 の 養護鍛練を謀るべ し。 第三 に は大に 作業を行ひ筋肉を練
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （48）

りて 大に 働 ける人たち しむべ し 。 」と述 べ
， こ の 教育の 根本は ， 「知育にあ らず」 して 「身体健

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （49 ），（50 ）

全 に して 働かれ る人間」 の 育成 ieある とした 。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 こ こ に は ， 従来の 特別学級 に お ける教育 と異な

る発想の転換を見る こ とがで きる。わが国の 小学校 icおける中心的存在で あ っ た集京高等 師範

学校附属小学校が，特別学緯教育に おい て 健常児の 教育 に見 られる知育偏重主義か ら脱皮 し，

身体の健全と豊か な情意の育成を志向した体育 ・徳育重視の教育を行 な っ た ことは ， 精神薄弱

児教育史上注 目すべ き事例で あ っ た と言 え よ う。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 c51）

　 この補助学級 の 「課 程表」 は ， 第 1表の よ うな もの で あ っ た 。 こ の 課程表 には，時 間の 短縮

と 1 時限 IC　2教科を行な う教科統合 （合科）の 新 しい対応が 見 られ る 。 即 ち ， 体操ほ， 綴 り方 ，

唱歌，修身と併合 されて い る 。 こ の 構想 は，劣等児 ・ 低能児が一般的に もっ て い る とされて い
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （52）

た 「疲労 し易い 」，「集中力 の 欠如」な どの 身体的 ・心理的配慮か ら打 ち出された もの で あっ た。

下級担任の 小林は，「体操の 目的 も普通 児 と全然別 とい ふで はな い が 」と前置 きした上で ，劣等
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児の 指導 に は，特に、厂亠 ，体操によ っ て な るべ く身体を働かせ ，又心 をも働 かせ て 元気を起 さ

せ精神力を大 にす る 。
二

， 心の 陶冶をはか るた め まつ 身体筋 肉運動 の 熟練 をはか る 。 三 ， 身体
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 c53）

の発達を謀 り心 身の 健全を期す る 」 こ とに留意すべ きだと した 。 また ， 小林は ，
こ の 基本方針

から劣等児 の 実態に対応 した諸条件 を設定 し，その 条件 を満 たす教材を選択 した 。 そ の 条件 と
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （54）

それ に関連す る教材は ， 次の よ うで あ っ た 。

　　　　　 第 1表　東京高師附小 ・補助学級課程表

上
級

課

程
表

　
教

科
の

印
）

　
　

第
一

時

月
曜

火
曜

水
曜

本
曜

金

曜

土

曜

（
四

五

六

年
の

複
式

縦
に

二

教
科
を

並
べ

た
る

は
一

時

限
に

二

算

術

算

術

讀
み

方

書

き
方

算

　
術

算

　
術

書
き
方

讀
み

方

第
二

時

讀
み

方

理

　
科

疹
、

日

口

｛
　
　
　　
口

讀

み

方

讀

み

方

讀

み

方

書

き
方

第
三

時

綴
、

體

書
き
方

讀
み

方

綴
、

體

綴
り

方

修
、

體

唱
、

體

第
四

時

修、

唱

圖
　
手

地

　
理

鬪
　
手

理

　
科

第

五

時

圖

　
手

裁
（
女）

歴

　
史

裁
（
女）

下

級
課

程

表
（一．一一
二

年
の

複
式
一

時
限
二

教
科
を

横
κ

並
べ

た
る

は

甲

組
と

　
乙

組
と
の

教

科
の

差
）

月

曜

火

曜
水
曜

木
曜

金

曜
土
曜

第
冖

時

算

術

算
　
術
，

算

術

算
　
術

讃
み

方

圓
　
手
卜

圓
　
手

讀
み

方

第
二

時

讀

み

方

書

き
方

讀
み

方

彦、
　
日

日

イ
　
　
　　
卩

書
き

方、

餔
み

猫

讀
み

方

讚
み

方

鬮

　
手

第
三

時

書、

體

讀
み

方

書
き

方

綴、

體

讀
み

方

書
き

方

綴、

體

唱、

體

第
四

時

修
、

日

日

｛
　

　

　

口

綴
、

體

第
五

時

　

　
　

　（
備

考
）

　

　
　

　
　

直
は

直

観
科
な

り

鬪

　
手
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一，大筋肉運動を盛ん に す る運動……
駈足競争，旗取鬼 ご っ こ

， 綱引 ， 手 つ な ぎ鬼 ， 猫 とね ず み

，二 ，面白い 運動……体操よ り遊戯を，拘束 さ れ た 遊戯 より自由遊戯 を ，唱歌を歌 い な が ら運動を，徒手体

　 操よ り器械体操を

三 ，心 力 （注意力 ，思 考力） を使う運動…・・擬 戦 ，
宝な げ ，

ボール 落 と し，バ ス ケ ッ トボール ，ボ
ー

ル 渡

　 し，石けり，おは じき

四 ，簡易な体操……普通児 に 課す る もの の 中最 も簡単 な もの

　小林の体操科指導の 一端を述 べ たが ， 以上 か ら， 体操科 に も水増 し教育が及んで い る こ と，

興味を重視 した遊戯中心 の 指導内容で あ っ た こ と，体育重視の 思想的背景 IC運動に よる知的能
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （55 ）

力陶冶 の 思想，即 ち，脳育思想が あ っ た こ と，な どが わか る。

　一
方 ， 上級担任で あ っ た田島真治 も 「身体的の 発達は ， 或 る程度迄 は ， 心力の 発達を促」す

と指摘 して お り， 上級 も下級 と同様の 指導理 念 の 下で 遊戯中心の 指導が展開 されたの で ある 。

小林 の 指導 と若干異なる点 は ， 新教具の 開発 に も努力 した こ とや ， 徒手体操に よる 姿勢及び不
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ・（56）

正 ・薄弱な点の 矯正 ・治療 を実施 した こ とで ある 。 田島作製 の 「投球遊戯具」 は， こ の 分野 に

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （57 ）

お け る教具開発 の 嚆矢で あ っ た。そ の 内容 を以下に 示 して お こ う。
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　　 　　 　 目的は，心 力と，饐力，殊 に 筋肉の 両作用の 調和的発達 を圖らん た め に用ひ た もの で

　　　　　 あつ て ，  は平面 板 に六 色 の 色 彩を施 して ，六 本 の 〔BIな る球 を載 すべ き臺 を 装置 し其

　　　　　 の 上 に ジ （c）な る，各異なれ る六 個 の 球を一つ 宛 載せ お き，別tCD）な る色彩 を施 さ s
“
る

　　　　　 球を 凡 そ．二 個乃至 三 個宛 を ， 各兒童に持た しめ
， 數尺を隔て た る所よ り臺 上の 球 を標

　　 　　 　 的に して 打ち墜 さ しめ る の で ある。

　なお， こ の 補助学級では，唯単に正課 時に限 らず，医師や 家庭 と連携を密 に ， よ り体育的効

果の挙が るよ うな管理体制 もで きて い た 。 小林は ， 数年の 実践か ら得 た教育効果の 結論 として，

　 　 　 　 　 　 （58 ）　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
’

次のよ うに報告 して い る 。

　低能児童 は教育 して全然之 を普通児 の 如くは なすべ か らざ るも教育め効果 は学業 に 於 い て 体育操行 に 於

て ，最 も著 しきを読む。教育せずんば独立 し得ざ る もの もtt教育せば必ず独立 して 職業を営むか或は独立

せ ざ る ま で に 業 に就 くに 至 る 等教育 の 効果 は 決 して 没す べ か らず。

　以上の よ うな小林 らの 補助学級教育に見 られ た遊戯中心 の 指導内容 ， 運動 に よる脳育思想 ，

筋肉運動 （手工 や作業を も含 む）重 視の 指導法 （直観化 ， 具体化， 動作化 ， 遊戯化 と言わ れ る

もの ）を核 と した体育第一主義の 障害児教育理念 は ， 当時低能児教育 の 指導的役割を果た し，

樋 口 とともに この 学級を指導 した乙竹 の それ に負うとこ ろ大で あ っ たと思われ る 。 乙 竹は ， 「低
　 　 　 　 　 （59 ）

能兜教育法」 で運 動に よ る知的能力陶冶 の 根拠を脳生理学的に 論述 し， 「知力の 発達 の 上に運
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （マ マ ）

動 と い ふ こ と は 非常 に大な る関係 を有つ て 居」 り， 「注意並 びに 意 志の 力と い ふ もの は 体操 に

依 りま して頗 ぶ る宜 しく涵養陶冶せ らる S 」 と指摘 して い る 。 また，手工 に っ い て も，体操を

「補綴」する もので ， 「小筋の 運動によ つ て其の 屈伸 ， 器用 ， 筋 の韻律 ， 筋の 連絡といふや うな

こ とを練る の 効が甚だ大き」 く， しか も 「職業的の素養」を培 うもの であ ると，そ の重要性を

強調 して い る 。 小林 らは，そ う した 乙竹の教育理 念 を実践に移 して い っ た の で あ る 。

　  熊本市山崎尋常小学校特別学級　熊本市に あ っ て は ， 明治40年代 に入 り 「初等教育の 内容
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （60）
が一通 り充実 し］．て きたが ， 低学力児問題が顕在化 し始 め ， 当局は そ の 対応に 苦慮 して い た 。

荒木善次 （1878− 1968）
’
は，山崎尋常小学校に訓導 として転任 して きだ明治41 （1908）年の 12
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月，熊本市が計画 して い た低能児学級の 開設 に伴 う担任就任の 依頼を受 け ， 熊本市初の 障害児
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （6i ）

教育 に携わ るようになる。彼は ， 以来大正 12 （1923）年まで 同市の 草創期にお ける低能児教育

に情熱を注 い だ の で あ る 。

　 荒木は ， 低能児教育の 実践に 先だちこ の教育の基本理念 ， 学級編制法や指導法などの実際問
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 c62）
題に つ い て 全国的な実態 の 把握に努め ， 自分 の行 くべ き道 を探る 。 即 ち， 彼 の 報告に よれば ，

彼は東京高等師範学校附属小学校補助学級 ， 奈良県女子高等師範学校附属小学校分団式学級，

福岡 県女子 師範学校附属小学校特別学級 ， 神戸市湊川尋常小学校 ， 大阪府立修徳館 ， 万年尋常

小学校，白川 学園 ， 滝乃 川学園な どを事前に 視察 して い る。明治 42 （1909）年 6 月 ， 「山崎，

手取，慶徳 」の 3校 か ら選ばれた18名 （尋常科 3年男児 4 名 ・女児 2 名，尋常科 4 年男女児各
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （63 ）

3名，尋常科 5年男女児各 3 名）か らな る特別学級の 教育が 開始され た の で あ る 。

　 荒木は，実践を通 して 着実に 自己の 障害児教育論を確立 して い っ た。そ の 実践の 第一は，児
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （64 ）

童をあ らゆ る側面か ら観察，調査，検査する こ とで あ っ た 。 そ の 結果， 低能児
一人ひ と りは異

な っ た個性を もち，．健常児 に比 し知能や学力 だ けで な く身体 ， 性格 ， 感情 ， 行動な ど に お い て
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （s5）

も疾患 ， 障害及 び異常 を も っ て い る こ とを知 り， しか も彼は ， 健康増進 が 指導努力に よ っ て 容

易 に 達 せ られる もの で あ り， それ が基盤 とな っ て 心 力陶冶や 人格 の 発達の可能性が生 まれ て く
　 　 　 　 　 　 　 　 （66 ＞

る もの と確信 した 。 こ の 思 想 は ， 彼 の教育思想 の 根幹 とな っ て い た 。 彼 は ， 児童の 実態や教育

実践 の 分析か ら，教育 の 方針 を 「健康を第一に 教育 を進め，傍 ら道徳教育を重ん じ，情意生活
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 く67）

の 改善に努力 して ，智能の 啓発を図り， 国家 の 穀潰 し者 にな らぬ や うに訓練する」 こ とにお い

た 。 こ の 彼 の健康第
一

主 義 ・体育中心 の 教育論は先述 の 小林 ・田 島 らの それ と共通す る もの が

あ り，そ の 大胆 な実践は，実験校で な く，しか も制約の 多い 地方の 公立小学校 における低能児

、教育 へ の 新 し い挑戦 と して ， 注 目す べ き もの を包含 して い た 。

　 荒木は医学的方面とも十分な提携を とり，疾病 の 除去，障害の 軽減 を図る とともに，学校 ・

家庭生活 の 中で 「栄養問題，根本的病芽 ノ 除去，運動 ト休息 ト ノ規則 的交換，新鮮純浄ナ ル 空
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （68 ）

気 ， 十分 ナ ル 日光力 ノ享受，休暇 ノ利用 等各種ノ方面 二 於テ」健康 の 増進に努めた。諸教科 の

中核に据 えた体操科指導に つ い て ，彼は従来の 「学校体操主義 は理 論かぶれの 観が あり， 且 つ

個人的 な精神鍛錬に もどか しい 所があ る」 と隙く批判 し，次の よ うな方針の 下で指導を行な
　 　 （69 ）’

っ た 。

　 ア ．「自由遊戯を加味 した る遊戯を大 に行ふ 。 」

　 イ，「教練 の如 きは一通 りの練習 に 止 む 。 」

　 ウ．「技術 の 熟練，殊に 競技的体育は ……採 らず 。 」

　 エ ．「ねば り強き身体を個別 的に 自由に 鍛錬す る こ と， 夫に は登 山　遠足 　耐熱行軍 　雪中

　　 行軍　夏季游泳等が最 もふ さわ しい 。 」

　 以上か らも看取で きるよ うに ，体操科の 指導内容 （学習活動）の 中核は， 遊戯で あ り， 登 山・

遠足 ・水泳を 中心 と した 郊外 （校外）教授で あ っ た 。 以下こ の 2 点に 関 し ， 若干検討を加え て

お こ う。

　 「自由遊戯を加味 したる遊戯 」 の 発想 の 根底 に は ， 児童が 「不愉快な気持」ちで 体操 ・遊戯

を行な っ て も， 健康増進は もとよ り協同一致の 精神 ， 規律的習慣，剛毅の気象は育成で きるも

の で はな く，「快恬に平和 IC楽 しく面白 く」学習で きる教材に よ っ て こ そ ， 「精神方面の 改造」

が図れ るとい う理念が あ り， それ は経験 を通 して 生まれ た もの で あ っ た 。 ．当初 ， 運 動場におけ
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る児童たちの 自然 な遊びを観察 し，児童の 最 も好み， しか も楽 しく遊ぶ遊戯 を見 つ け，同時に

自分 も遊び仲間 と して 同化 して い く， そ の 同化の 過程で それ を主 要な教材と して 位置づ けて い

くとい う児童主体 め指導法が とられた 。 そ の 代表的な事例 が ， 「陣取 体操」 と呼ばれて い る も

の で あ る 。 彼は こ の 陣取体操の 学習活動を通 じ，児童 の 「健 康増進 の 前兆」 を見，「機敏 L−一

規律 一 共同」 とい う能力や態度 の 発達を観察 した の で ある 。

　彼は，そ う した校内に おける 授業だ けで 満足 しな か っ た 。 「歩む とい ふ こ とと ， 美 しき日光

と，清新な る空気 」 は，「学校体操の 到底 及 ぶ 処の もの で な い 」 と，郊外教授 を高 く評 価 し，
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （70 ），（71 ）

「四十種に余 る直観方案」を計画 ・実施 して い る 。 この 「直観方案」 は ，

’
健康の 増進 ， 「喜悦」

の 感受，「智能」 の 啓発とい う目標で，幅広 く全教 科対象に 実施 された。こ の方案の 一部 を参

考 まで に示す と ， 次の よ うな もの で あ っ た 。
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　こ の方案 に は ， 厂第 2 表 」の 事例 も示すよ うに ，遠 足型学 習活動 を中心 とした合科教育型の

直観教授法 と生活単元 学習型 の 直観 教授法 と い う二 つ の 指導法上 の 構想が 見 られ る 。 前 者 に つ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 c72）
い て の 代表的事例 は，荒木 も詳説 して い る 「大阿蘇登 山方案」 で あろ う。

』
地理や 理科の 教科的

目標 も合 わせ も っ て 実施 されたこ の 方案 に つ い て，彼 は次の よ うに 報告 して い る 。

　外輪山が どうの 火 口 壁がどうの と，机上 に於て 如何 に長 口 説を振 ひ ま して も，……登山せず して ，直観

せずして は大阿蘇 の片鱗す らうか が うこ とは不可能で あ りましょ う。

……
主 目的 は筋肉の 大鍛練で ，傍 ら

以 て 浩然の英気を 養 は ん が為め で あります 。 言ひ代へ れ ば体操を為さ ん が為め で あります 。

……木の 根を

挙 つ る の は機械体操，坂路 の 四 つ 這 ひ は腹筋運動，獨木橋を渡るの は平均運動，坂路を下る の は 跳躍運動，

息へ る時は深呼吸 ， 何から何まで
， 学校体操の 企及 し想像 し能 は ざる ， 然 も人為的 で な く， 動的号令 で な

い 処 の 自然的，自動的，興味的で ，児 童 性 に し っ くり した体操 と云 ふ べ きで あ りま す 。

　これ らの 方案の計画は ， 事前の 行き届い た詳細な経路調査，目的地の環境調査に よ っ て裏づ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 （73 ）

けされた もの で あ っ た 。 また，そ の 実践に 当た っ て は，児童の 興味や喜悦，ある い は自由性や

自動性 を重要視 し，しか も自然を相手に個別化 ・遊戯化 された運動指導を行な うと い う低能児

に対する荒木流の 指導理 念が貫かれて い た 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （74 ）　　　　　　　　　　　　　　　　（75）

　後者 の 代表的 な事例 は，「夏季 生活方案」 と 「試食会方案」 で あ る 。 夏季休暇を利用 して の

2 週間の 夏季生活方案に は ， 「游泳 方案」や 「舟遊 び方 案」な どの 他 に ， 生活 に関連す る 「ポ

ン プ操縦方案」 や 「市場直観方案」 が含 まれて い た 。 ま た ， 試食会方案 に は ，「茸狩 り」， 「蕨

狩 り」，厂汐干狩」，「い も掘 り」 な どの 方案があ り，それ らが季節 に応 じて 計画され た。そ の 学

習 は ， それ らの 材料を使 っ て 「献立て か ら料理 まで 子供達に」行な わせ る もの で あ っ た 。 こ れ

らの 方案は，い ずれ も 「慰安 と運動 と軽 い勉強」 を 目標 に した もの で ， 児童に 生活上の 基礎的

体験 をさせ なが ら自立 の 精神 を育成 して い こ う と い う指導理 念で実践 された 。

　 こ うした対象児童の 実態を適切 に とらえ ， 自然環境や 地域社会を巧み に 結合 ・活用 した指導

法，あ る い は，や や もすれ ば育成 され つ っ あ る諸能力が 減退 した り，生活 リズ ム が 崩れ る夏休

み時 に も手 を緩めな い 指導法 ， 換言すれ ば ， 健康第一主 義に した合科教育に よ る知的能力の啓

発や，生活単元型の 学習経験か ら自立の 精神を育成 しよ うと した指導法が ， 荒木 の教育的特徴

の一
つ で あ っ た。当畭 遠足を軸 に した合科的郊外教授は，決 して 新 しい 構想で はなか っ た鍵

）

遠足 の 「娯楽性 ， 訓練性及び集団性 と い っ た体育 的価 値以外 に多 くの 教科的価値を も包 含す る
　 （77）

こ と」に 着眼 し， それが低能児に 適切な学 習方式で あ ると して積極的 に実施 した点 に先駆 的な

意義を認め る こ とが で きる 。

　荒木の低能児教育に おける もう
一

つ の 特徴 として ，教育観 の統合性 を挙 げる こ とがで きる 。

学級担 任後半 の 指導 の 中で 顕 著 とな っ た こ とで あ る が ，障害原 因の 解明や衛生 ・治療に 役立た

せ た医学 （医師 と の連携）， 検査 ・調 査 ・ 観察に 適用された心理学 ， 道徳教育の 基礎とな っ た
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （78）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （79 ）

倫理学，指導理 念 の 中核 とな っ た教育学 ，あ る い は熱情を傾 けさせ た宗教観な ど ， 彼の 低能児

教育観 には多 くの 学問や宗教 が統合されて い た 。 しか も，前述の よ うに ， 学校 と家庭 ・社会 ，

ある時は自然環境 まで が ， 児童一人研とりの 学習活動の 中で 統合養轟て い た の で ある。

　 こ の 特別学級の 経営は開設 3 力年近 くで行 き詰 まりを見せ て おり， 事前 の 視察研修があ っ た

に して も， 開設当初は未だ理論的基盤が貧弱 なもの で あ っ た と考 え られ る 。 明治 44 （1911）年 ，

福岡医科大学に お ける夏季講習会 に参加 した彼は ， 当時 「低 能児教育学の 権威た る榊博士 の講
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （81 ）

演」を聴講 し，
こ の 教育 に 関す る有益 な示唆 を受けて い る 。 なお ， 郊外教授の有効性が確認 さ
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　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （82）

れたとい う 「北九州旅行」の 資金 は ， 上記講習会有志の 寄附金 で あ っ た 。 こ うした教育者 とし
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 くe3）

て の 「努力 と体験」が ， 7 力年 に して漸 く効果を現わ した の で ある 。

　 3． 身体養護 思 想と体育

　前項で も述べ た よ うに ， 明治期に お ける劣等児 ・低能児の 教育問題 は ， 就学督責 に よ る就学

率の 向土や学力向上政策の 結果 として浮上 して きた問題で あ っ た 。 こ うした児童 は ， 多 くは国

語 科及び算術科の 成績，あ るい は留年回数によ っ て選 ばれ る の が普通 で あ っ たが ， い か な る分

野の 教育を行 な うに も ， 、先ず対象 とす る児童 ・生徒の 正確 な理 解が必要で ある こ とは ， 今 も昔

も変わりは な い 。 当初か ら特別学級の 児童に 関 して ，学力だけに とどま らず，身体状態や 精神 ・

情緒面 の 状態に も強い 関心が もたれ て きた 。 特に 原因調査 の
一環と して ，疾病異常調 査や形態

的 。機能的検査が実施 されて きた 。 例えば， 群馬県館林尋常小学校 「菊の組」の 成繽不良原因調
（84 ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （85）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （86 ）

査，東京高等師範学校附属小学校補助学級の 諸調査 ， 長野市後町尋常小学校の 「低能児調査」，，
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ｛BT）

ある い は前述の 熊本市山崎尋常小学校特別学級の 諸調査 な どを挙げる ことが で き る 。 こ の 疾病

異常調査を含めた 身体に 関する諸検査 は医師の協力が 必要で あり， 学校衛生の 進展 とも深 く係

わ っ て い る と こ ろ か ら，若干そ うした事情 に っ い て もふ れて おきた い 。 わが 国 の 学校衛生 の 諸
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 くs9 ）

制度 は，明治 29 （1896）年か ら同37 （1904）年頃に か けて 整備 され始 めて い る。 明治30 （1897 ）

年 に 「学校 清潔方法」， 「学生，生徒身体検査規程」 （直轄学校の み適用），同 31 （1898）年に

「公立学校 二 学校医 ヲ置ク ノ件」，「学校 医職務規程」， 「学校 医の 資格」，「学校伝染病予防及消

毒方法」，同 33 （1900）年 に 「学生生徒身体検査規程」 （公立学校 に適用）が公布 ・制定 され て
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 CB9）
い る。 しか し， 現実に こ う した制度の 現場へ の 徹底解は ， 学校医の 設置状況 も示すよ うに ， 当

局 の 十分な理 解と時間が必要で あ っ た 。 そ れ に も拘 らず ， 多 くの 特別学級 は，そ の 教育 に 当た

っ て医師と提携 し，原因の 解明や 治療 iご努力 して い た 。 そ の 背景 には，次の よ うな事情が あ っ

た と思 われ る 。 それ は ， 明治 30年代に 入 っ て の 「欧米 の 障害児保護 ・教育情報や 関連諸科学」
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （go ）

の 移入と， そ の普及の始 まりで ある 。 特 に榊保 三 郎 ， 富士川游 （1865 − 1940）らの 教育病理 学，

乙竹岩造の 低能児政育法 の 紹介が ， 当時初等教育界を対象に推し進め られ て い た こ とで ある 。

こ うした欧米の先進的な教育法の 接触 と ， 前述の 学校衛生制度の発達が ，

『
そ の 背景 にあ っ た。

　さて ， 疾病異常調査を含む身体に関する諸検査の 結果，各学級の 大多数の 児童が何らかの 疾

病異常を保有 して い る こ とが発見 され た。 しか も同時に 「精神上の 欠陥に よ っ て ，知能の劣 っ

て い る者」以外 に ， 「社会事情や衛生的環境か ら ……心身の 正常な発達が妨 げられて い るため
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （91 ）

に ，学習力 の 劣 っ て い る者」 もか な り多い こ とが 確認 され た。こ の 後者に該当す る児童は ， 特

別な学科指導 と身体養護，即 ち個別 指導や特別学級指導に よ る学習指導 と，適度 め運動や栄養

改善な ど学校衛生的指導 ， ある い は医師の 治療 などに よ り健康を取 り戻 し学力を向上 させ る こ

とが多か っ た 。 「一般に 劣等生 とい えば …一身体の 劣等も意味 して い 器  「劣等児 を救済 せ ん
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （gs ）

に は ， まず こ の 身体の 欠陥を治療する事は ， 第
一

に着手せ ざ る可 らざ る要義な り」との 指摘，

あ るい は低能児 「教育は身体 と密接の 関係が ある……身体 を大 に顧慮 しな くて はな らな し腎
）

と

い う小林の 報告 などは， 上記の 事情 をよ く物語 っ て い る 。

　 明治期か ら大正初期 に かけて は ， 東京高等師範学校 附属小学校補助学級や 熊本市山崎尋常小

学校特別学級で 実践され た健康第一主 義 ・体育第一主義と い う学繰教育 は両学級以外に見られ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （95 ）

なか っ たが，明治末期に至 り， 「養護」面か ら学級設置の 有無 に関係な く劣等児・低能児に 対 し ，
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体育的諸活動に も関心が向けられるよ うに な っ た。 当時 の 各県における劣等児及び低能児に つ い
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （96 ）

て の 「取扱法」に関する報告 で も ， 遊 戯は 「発育及心情陶冶の 上 」で 効果が ある ととらえ られて

お り，遊戯主 体の 指導が行なわ れて い た 。 明治 30年代の 対応と比較 し，そ こ にはかな りの 進展が

見 られた 。 しか しなが ら，再び視点 を教育全体に向けた とき， 初等教育界で は学力向上主義は依、

然 として 続 い て お り，大正期に入 っ て も， 医学的措置や指導によ り， また ， 「姿勢 ・清 潔整頓 ・睡

眠 ・ 食物 ・運動 ・入浴な どの 諸条件 （外部的）を調整 して ， 彼等 の 内部的な異常精神を少しで
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （97 ）

も治療回復 させ ， 普通児に 接近 さ せ 」 る と い う養護思想が
一

般的で あ っ た 。 従 っ て ． 明治期か

ら大正初期に か けて の 劣等児 ・低能児 に対する身体養護思想 は ， 学力向上 ・知的啓発 の志向か

ら脱け切れなか っ た もの と考えるべ きで あり，こ の 思想 の
一部を支え て い た体育的な対応 は ，

体操科指導 も含めて模索 の 段階を出な か っ た もの と言え るだろ う。

　 4． 養護 ・訓練的指導思想 と体育

　 　 　 　 　 　 （9ff）

　「養護 ・訓練」 とは ， 昭和46年度か ら障害児対象の 学校に お い て施行された教育課程の 一領

域で ，「心 身に障 害をもつ 児 童，生 徒が そ の 障害に 基づ く種 々 の 困難を克服 して，可能性を最

大限に伸ばし， 可能な限 り積極的に社会に参加 して い く能力を養 うため」の
’
「特別な指導」を

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ク

行 な う目的で ， 新た に加設された教科で ある 。 そ の 内容 は ， 心身の 適応，感覚機能の 向上，運

動機能の 向上及 び意志 の 伝達か らな っ て い る 。

　 　 　 　 　 （99）

　
一

宮俊一は ，
こ う した養護 ・訓練的指導理念 が石井亮一，乙竹岩造 らに よ っ て明治後期 に移

入 ・唱導された と報告 して い る 。 そ の 移入 ・唱導 に よ っ て ， 特別学級 にお ける教育 の 中で ， 特

に 技能科や 特設教科で も ， こ の指導理 念 に 通 ずる構想 が芽 生 え た こ とを指摘 した い 。そ れ は，

遊戯運動，歩行練習 ， 手指 （手掌）の 運動 ， 姿勢矯正な どの 指導に見 られ た。 特に前三 者 は低

能児教育にお ける 「特別な指導」 に含 まれ るもの と思われる の で ， 以下 こ の 3 項目に つ い て 若

干検討を加え るこ とにする 。

　   遊戯運動　小学校 に 劣 等児 ・低 能 児 の た め の 特別学級が 開設されて 以来 ， 体操科で は体操

よ りも遊戯を重要な教材として位置づ けて きた こ とは前述 したが ， 明治後期の教育病理学や治

療教育学 に見 られ る医学 ・心 理学 ・教育学を基礎 と した 欧米の 精神薄弱児教育思 潮の 移入 に よ

り，自由遊戯を含む広義の 遊戯指導が 精神薄弱児教育上 必須の 指導法 （学習の 遊戯化ともい う）

と考え られ るよ うにな っ た。そ の 理 由の 一つ は，体操 の もっ 抽象性，律動性敏捷性及び画一性

が劣等児 ・低能児 の 能力に 適合しな い こ とで あ っ た 。 それは ， 岩手県師範学校 附属小学校特別

学級 の 「瑞典式体操」 に つ い て の 報告 ， 即 ち， 「挙止動 作の反 応 遅緩に して 且 身体各部 の 運 動
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 CIoo）

自由な らざるため号令を聞き誤 り運動を誤 り共同斉一運動は困難な り」 とい う報告か らも明ら

か で あ る 。 二 つ は，遊戯の もっ 自由性 ， 娯楽性，具体性，あ る い は直観性 と い う性質が児童 の

興味 ・喜悦 と適合して い る こ とに あ っ た 。 教師は遊戯の もつ 性質や児童 の本能を生か し， 筋肉
　 　 （101）
の 統御 （あ る い は協応性 ， 敏捷性 とい っ た運動調整能力）や 心 力 （知力 ， 知能 ともい っ た）の

啓発を広義の 遊 戯に求めた の で あ っ た 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （102）

　石井は ， 白痴児教育上 「遊戯は……必要欠 くべ か らざるもの 」ととらえ ， 遊戯によ っ て筋肉
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （le3｝

統御 ， 協応動作 ， 注意力 ， 敏捷動作を育成 しよ う と した 。 こ の 学習指導 に は ， 「大体な 運動 よ り
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （マ マ ）

始め て 順次小部分の 運動に移 り， 又 始め は教師の なすが ま ts に模倣せ しめ，遂に 自己の 意志の
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　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （104）

命令に よ り行動 し得るに至 らしむ る」方法が と られた。また，ア ．な るべ く簡単で
一
度に

一
事

を限 っ て 習得せ しめ る ， イ．練習方法は一定に し， 号令は極め て 単純 にす る，ウ．で きる限り
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （le5 ）

お も しろ くす る ，
エ ．一遊戯の 時聞は 4 〜10分 とす る ， こ とな どが 留意 された 。

　乙竹もまた ， 遊戯によ っ て心 力の 調和的発達がで きる もの と考えた 。 そ の 学習は ， 「感 覚器
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （マ マ ）

官並び に各関節を十分に活動せ しむ るや うな こ とか ら始 めま して 　次 ぎ に勤労作業 に堪ふ る に
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （マ マ ）　 　 　　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　　 　 　 （1D6）

至るやうな もの を課 し，然る後始め て 心力を覚醒せ しむる とい ふ点 に 達す る や うにす る こ と」で

あ っ た。従 っ て ，乙竹 の 場合，遊戯 は将来 の 職業 に連 な る作業的遊戯 （例え ば，手工 な ど）ま

で含む もの で あ っ た。

　同様 に榊も， 「身体ノ 調 和的発 達 ヲ企図 シ 」 「心 意 ヲ陶冶セ ン 」 た め には ， 「特二 体操遊戯及
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 CIOT）
ビ 唱歌　図画　手工 等 ノ価値 ア ル コ トヲ認知セ ザ ル ヲ得ザ ル ナ リ」 と評価 し， 遊戯に よ っ て 心

力の 啓発 を意 図 した 。

　こ の 三 者に 見 られ る遊戯に よ る心 力 の 啓発 ・覚醒 の 思想 は ，現今斉藤義夫 らが主張 して い る
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 〔108プ

「脳育」思 想 に 通ず る もの で あ っ た 。 斉藤 らは脳生理 学の 法則を適用 し ， 「体育は脳育で ある」
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 CIo9）

と指摘 して い る。三者 の うち，特 に乙竹 は生理学 的方面か ら，次の ように述 べ て い る。

　「m 一ラン ドー」 溝の 近傍即ち従前は漢然運動の 中心 と称 して 居 りま した所の 部分 は ，実は観念 の 成立，
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （マ マ ）

聴合の 作用 ，注意的思考と云ふ もの に 重大な関係を有 っ て 居 る
……

身体筋肉の 運動，触覚，伸縮 の 作用 と

云 ふ や うな こ とに 依 っ て 大脳 の 此の 部分を働 か す とい ふ こ とは精神作用 の 奥 の 院で あ る所 の 大 脳 の 最 も重

要 な る部分 の 発達 に 必要欠 くべ か らざ る もの で あ る。

　 こ うした思想 は ，

一部の 特別学級教育 の 中で 実践 され て い た 。 東京高等師範学校附属小学校

補助学級担任の 小林 は， 遊戯を 「身体を主 とす る もの 及 び心 力を主 とする もあ雪
）

に 区別 して い

た 。 彼 は ， 補助学級の 児童 に対 し， 「駈足」， 「旗取鬼 ご っ こ 」，「綱引」，「手つ なぎ鬼」， 「猫鼠」
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 くマ マ ）

な ど の 全身運動を最初に課 し，そ の 後 「擬戦，玉なげ， ボ
ー

ル 落し，
バ ス ケ ッ トボ ール ，ボ ー

　 　 （マ マ ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（111）
ル 渡 シ 」， 「玉 っ き」，「石 けり」，「お は じき」 な ど，厂注意力思考力を使ふ 運動」 を課 した。同

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （112 ＞

じく田島 も，「投球 遊戯具」などの 器具を使い ， 「心 力 と， 体力，殊 に筋肉 の 両作用の 調和的発
Clユ3）

達」 を図 っ た 。 また ， 福岡県女子師範学校附属小学校特別学級 （低能児対象の 午後級）で は ，

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （114）　　　　　　　
’
　　畔

遊戯を 「注意集 中ノ 練習方法」の最適な もの と して 活用 した 。 例え ば ． 「積木」， 「環ナ ラベ 」，

「梯」 歩行，「豆嚢」送 りな どの 遊戯が音楽を添 えて 指導 され ， 特 に 「茶碗 二 水 ヲ充 タ シ テ之 ヲ

捧ゲ」 て の 歩行，音に 向か っ て の 目か くし歩行，「金槌」打 ち，竿に よ る 的突 き ， 玉 入 れ な どの

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （115）

遊戯が注意力や集中力を養 う目的で 課せ られ た 。 なお， 当時，低能児 を含 む異常児教育の 研究
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （116 ）

と実践に 当た っ て い た脇 田良吉 も， 「遊 戯を利用 して 注意を養成す る と い ふ事は ， 児童 の 将来

に於て最も必要なる事で ある」 と強調 し， 具体的教材 として ， 「自由遊戯」， 「輪投 げ」， 「戴嚢
』
競争」， 「障害物競争」， 「旗送一り」， 「綱引き」， 「鎖行進 」， 「割烹遊び」 （女児）， 「炊事遊戯」 （女

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ｛11T ）

児），「唱歌適用の遊戯」 を推奨 して い る 。

　 以 上の よ うに，遊戯 の もつ 性質や 内容 を巧み に生か して 視覚，聴覚，触覚及び運動感覚を刺

激 し ， そ れ らと動作 との 協応性を 高め る機能訓練的指導が，一部の 学級で あ っ たが r 実践 され

て い たの で ある。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （118＞

　   歩行運動　一宮 も報 告 して い るが ， 石井 も乙 竹も歩行練習を重視して い た 。 石井は ， 「歩

調整 はず して平衡を失す るもの 」 に 「階段の 昇降」， 「凸凹甚 しき道路」の 歩行 ， 「滑 り易き氷
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上」 の 歩行， 横たえ た 「梯級の 間を踏ま しむる」．「白墨 にて 足跡をか き其上を歩ま しむ」な ど
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （119）　　　　　　 　　　　

　

の 練習や ， 種 々 の姿勢で 直線上を歩ませ る練習 を課 した 。 また，乙竹 も，歩行や姿勢など の 運
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 a2e ｝

動機能の 向上が ．「感覚機関を覚醒せ しむ る」 もの とと らえ て い た。なお ， 脇 田 も次の よ うな こ

とを指摘 して い る 。 「甚だ しき拙劣者 に 向 っ て は，歩調 とか ， 腕 とか
・
｝ 手指の 運動 などを十分

’

に 奨励するが よ い 。 歩み方 に つ い て は，地上 に 線を引 くとか ， 狭い板を置 くとか して ， 其上 を

歩ませ る の が よ い 。さう して 可 な りの 練習が 出来たな らば，正 式 の 体操を課する や うに ， 指導
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （121 ）

して ゆけば ， 相当の 発達 を望む こ とが 出来る」 と。

　こ の 三 者か らも推知 され る よ うに ，低能児の ため の 歩行練 習は，運動機能向上の ための 基本

的動作訓練に属 し， 本来の 遊戯や体操を課す るため の 前段階的な特別指導と考え られて い た 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （122 》

こ う した実践が，万年尋常小学校特別学級の 「特別訓練」に 見 られた 。 同学級では，歩行の 正

常化 を図るため ， 「一番線の 針金で 径 1 尺の 輪と， 同 じく 7 寸の もの を沢 山作 り， これを一定

間隔 に並 べ て ， その 輪の 中を歩か せ る 。

……馴れ るに つ れ て 1 尺か ら 7寸 の輪 にする」 ど い う

練習が，「学科教授に 導入する前 段階」 で実施 されて い た 。

　  手指運動　前項で もふれたが ， 脇田は ， 「甚だ しき拙劣者」や 「体操 の 出来な い もの 」 に対

し，「簡単な る機械体 操，又は其他の 機械に よ り， 手指等の 運動をな さ．しむる 」必要が ある と
　 　 　 　 　 （123）

指摘 して い る 。 また，笠原 は京都帝国大学主催の 「第三 回夏季講演会」で ，次の よ うな 「特別
　 　 （124 ）

な体操」 を奨励 して い る 。

← ） 上 肢 は 懸垂 した ま 丶 で た X
“
手 掌 だ け前後 に ま わ す運 動 （二 十 回 〜四 十回 ）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ノ

｛コ　同 じく上肢 は 懸垂 して 居 っ て 手掌だ けを 上げ下げす る運 動 （十 回〜三十回）

国 　手掌の 円形運 動 （二十回〜四十回）

四 　手掌 の Q・ 形運動 （十回〜二 十回）

伍｝ 手掌の 挙開閉運 動 （二十回〜三十回）

　当時，既に Emerich 　Giger の 厂手肢並 ビ ニ 手指体操 ニ ヨ ル 手 ノ強健法 ト練習法一1 （Emerich

Giger； Die　Hand 　ihre　Krtif七igung　und 　Schulung　dllrch　Finger− u ．　Handgymnastik，　Jahres−

bericht　des　k．　Blindenerziehungsinstitution，　Wien　1893 ．／94．）な ど の 外国文献が紹介されて

　 （125 ）

お り， 彼等の 方法には，こ うした先進国の 練習法 も取 り入れ られて い た もの と考え られる 。 ．

　こ の両者よ りも更に 具体的な指導法を考え て い たのが ， 乙竹と榊で あ っ た r 乙竹によれば，
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （126〉

こ の 手指の 運動は，感覚機関覚醒の ため の 一つ の 練習法で ， 日常生活の 基本動作練習か ら教科

学習 （技能科学習）へ と発展 させ て い く段階的指導過程 に お ける基本動作練習に 含まれる もの
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 c127）

で あ っ た 。 それに は，次の よ うな練習が あ っ た 。

　箸の 使い 方，球の 投げ合 い
， 球 の 穴入れ ， 木栓 の 穴入れ ， 捧や 板 に よ る組 み立 て ，ひ も通 し，ひ も結び，

鍵 の 取 りはず し

　榊 は ， Johann　Wilhern　Klein の 「失 明者融授 二 関 ス ル 教 科書∫ （J．　W ，　Klein； Lehrbuch

zum 　Unterricht　der　Blinden，　Wien　1819 ，）を引用 し， 失明者め練習法を白痴児の 無器用矯正
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （128）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（129 ）

に適用す べ しと主張 した。 そ の 指導法 は，次の よ うで あ っ た 。

　主 二 「マ ッ サージ」殊二 有効ナ ル 自己接摩 t．粘土細工 ノ 練習 ， 又最初 ハ 手部全体 ノ運動 ヲナ サ シ メ
， 次

二 各個 ノ 手指運動 ，例 ヘ バ 屈伸，各個手指ノ 屈折 ， 挙握セ シ 手指 ヲ順序的二 伸展 セ シ ム ル ガ 如キ，簡単ナ

ル 練習法 ニ ヨ リ矯正 ス ル コ トヲ得 ベ シ
，

シ カノ
レ後二 各手指 ヲ 親指 二 対向セ シ ム ル ガ如キ

， 又ハ 各手指 ヲ 互
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二 交叉 ス ル ガ 如 キ 複合運 動 ヲ 練習 セ シ メ
， 最後 二 実際二 有用 ナ ル 使 用 運 動，換言ス レ バ 有 意 運 動 ヲ ナサシ

ム ベ シ ，例 ヘ バ 控鈕 ヲ 脱 シ，或ハ 掛ケ錠 ヲ 閉鎖シ或ハ 開 キ ナ ドス ル コ ト，穿孔，釘 ヲ 板上 二 打チ 込 ム コ ト，

大針 ノ 目ヲ 糸 ニ テ 徹 シ ，宝玉 ヲ 把 ラ シ ム ル ナ ドノ コ トヲ ナ サ シ ム ベ シ 。

　乙竹 の 具体的な指導内容 は，対象児 の 能力程度の 関係か ら小林の 指導内容に は取 り上げ られ

なか っ たが ， そ の 考え方は小林の 技能科及 び作業学習の 指導法 に反映されて い た。また ， 榊の

手指運動の練習は ， 福岡町女子師範学校附属小学校特別学級 （午後級）で実践されて いた。担
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （13o ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （131 ）

任 と思 われ る友納友次郎の 報告に よれ ば ， 低能児対象の 午後級にお ける特設 「特別作業」， 「体
　 　 〔132）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（133）

操遊戯」， 「唱歌」， 「図画」及び 「手工」などの 教科が合科的に指導 され， そ の 中で ，
こ の 手指

運動の 練習 も取 り上げ られて い た 。 例 えば， 遊戯にお ける音楽 （風琴の 拍子）を伴 っ て の 「積
　 　 　 　 　 　 （134）　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （マ マ ）

木及 ビ環 ナ ラ ベ 」や ，手工 におけ る
・
「色板排 （並 ＝ 筆者）べ ，豆細工，折紙細工 ， 切貫細工 ，

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （135）

粘土細工又 ハ 簡易ナ ル 竹細工 ……」な どの学習が ， 「各人各個」 の 能力 に 応 じて弾力的 に 指導
　 　 （136）

され た 。

　以上 ， 明治期の 劣等児，低能児対象の 特別学級にお ける遊戯運動，歩行運動及び手指運動に

つ い て ，そ の 指導理 念や指導法 の
一端を検討 したの で あるが，それ らの 運動学習 は，本来 の 教

科学習以前 の前段階的性格の もの で あ っ た こ とが 明らか とな
？

た 。 また ， こ の こ とか ら明治後

期の 低能児学級教育の 中で ， 最近新設 された養護 ・訓 練的性格の 指導が ， 既に 芽生 え っ っ あ っ

た こ と も明 らか とな っ た 。

V 　お　わ 　 り　 に

　明治期に展開 された公立及び附属小学校に おける劣等児 ・低能児対象 の 特別学級に っ い て ，

そ の 学級教育 の 中で 実践 され た体育的諸活動の 性格や 体操科の教科と して の位置づ けを，そ の

背景 と考え られる事情 と関連 させ て検討を加 えて きた 。 そ の 結果 e

’
若干 の 新 しい 所見 も得 られ

た の で ， 終わ りにそれ らをまとめ で， こ の 稿の 結語 としたい 。

　 1．学力向上政策は明治末期に至 っ て も続い て お り， こ の 政策 の 下で は ， 東京高等師範学校

附属小学校補助学級や熊本市山崎小学校特別学級の よ うな教育方針 の発想 転換を行なわない限

り， 体操科 は疎外 されが ちとな り， 教科 として 劣等児 ， ある い は低能児の ため の 適切 な指導を

行な うに は 限界が あ っ た 。

　 2．劣等児及び低能児対象の 学級 の 編制法 には，分団式編制法，所属移動編制法 ， 能力別編

制法が見 られ，前二 者に は劣等児及び低能児の ため の 適切 な体操科指導 は期待 されな か っ た。

能力別編制法に よ っ て 編制 された学級で ，明治末期 に 開設 された前述の 両学級で は，健康第一
・

体育中心主義を基調 とした教育が実践された 。 そ の 実践の背景に は ， 乙竹岩造や榊保三 郎らの

唱導 した欧米の 障害児教育思 想が あ り， そ の 内容 は現代的意義をもち ， 注 目す べ きもの で あ っ

た 。

　 3． 身体 に関す る諸検査 の 結果 ， 学級児童 の 大多 数は何 らか の 疾病や異常を も っ て い る こ と

が確認 され た。欧米の 障害児教育法 の 接触や学級衛生制度 の 発達 によ り ， 明治末期に は ， 家庭

との 連携 を密に して の 衛生指導 の 徹底化 とともに，そ の 疾病 ・異常 の 除去 ・軽減 に医師が関与

す る こ と とな っ た。 しか し ， tそ う した養護思想の 高 ま りの 中で の 体育 的対応 は，未だ模索 の段

階を出なか っ た。
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　 4．学級教育の 中で ，遊戯運動，歩行練習及び手指運動が，教科指導 の 前段階的性格をも っ

て ，特別 に 加設 された教科や技能教科 の 中で，時には合科的に指導された 。 そ こ に は ， 実施さ

れ つ つ ある 「養護 ・訓練」的思想の 崩芽を見 る こ とが で きた 。

『
註

｛1） 国 立 教 育 研 究所 （編）
，

日 本近 代教育百年史 ， 第 6 巻 ， 国立教育研究所 ，
1947，pp ．736r742 ，794− 796

（2） 日本近代教育史刊行会 （編），日本近代教育史，講談社，1973，p．279

〔3｝ 日 本近代教育史事典編集委員会 （編），日本近代教育史事典 ，平凡 社，1972
， p．157

〔4） 兵庫県教育史編集委員会
』
（編）， 兵庫県教育史 ， 兵庫県教育委員会 ，

1963
， p．868　　

．

〔5｝ 神戸市融育史編集委員会 （編），神戸市教育史 ， 第 2集 ，神戸市教育史刊行委員会 ，．1966，p．918・

（6） 長野県教育史刊行会 （編），長野県教育史 ， 第 13巻 ， 史料編 7
， 長野県教育史刊行会 ，

1978
， pp ．

』
356−

　 370，

（7） 長野城山学校百年史編集委員会 （編），長野城山学校百年史，長野市城山小学校，1973，pp ．516−534

〔8｝ 金港堂 （編）， 全国附属小学校の 新研究 ， 金港堂 ，
1910

， pp ．　Z36− 167
，
1005− 1131

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 さ

〔9｝ 荒川 勇 ・大井清吉 ・中野善達 ，日本障害児教育史 ， 福村出版，1976，pp 。55−61，85− 94

  　精神薄弱児問題史研究会 （編），人物で っ つ る精神薄弱教育史，日本文化科学社 ，
1980，pp ．143−255

qD ．群馬県内務部第 三 課，群馬県教育事績 ， 群馬県内務部第 三 課，1910，　pp ．251−280、

働　
一宮俊一，「わ が 国に お け る初期の精神薄弱教育の 性格」， 徳島大学学芸紀要 ， 教育科学，第 19巻 ， p．

　2，1971， 一宮も報告して い るが ，こ の 附属小学校の 試 み は，精神薄弱教育育が 進 展す る に 及 ん で 公立

　小学校の そ れ と一本化の 方向をた ど っ て い くζとに な る 。

U3） 日本近代教育史刊行会 （編），前掲書，　 p，279

｛14　荒川勇 ・ 大井清吉 ・中野善達，前掲書 ，p ．55，な お，試験制度 は ，明治33 （1900）年の 「小学校令施

　行規則」 に よ り廃止された 。

q5） 戸崎敬子 ， 「明治末期 に おける 『学力向上』 政策 と， 劣等児 ・低能児教育」，高知大学教育学部研究報

　告，第23号第 3部，PP ．　175− 188，1971

（16） 文部省 ， 特殊教育百年史 J 東洋館出版社 ，
1978，pp．33− 35．　　　　　　　　　

」

（17） 精神薄弱問題 史研究会 （編），前掲書 ， p．146．な お，促進学級と は，原級に復帰 させ る こ と を目的 と

　 した学級を い う。

  　国立教育研究所 （編），前掲書，p．738．戸崎敬子 ， 前掲論文，　 p．183，戸崎は，上記論文 で 「長野県

　 にお い て は ，明治38 （1905）年11月全県下か ら 134の小学校を選抜 し，尋常科第四学年の国語，算術に

　 つ い て ，『長野県小学校児童学業成績調査 』 を実施 したと報告して い る。

U9） 長野県教育史刊行会 （編），前掲書，　 pp．370− 371

  　兵庫県教育史編集委員会 （編）， 前掲書，p．868

21） 長野県教育史刊行会 （編），前掲書，p．　368、

  　脇田良吉 ， 小学校に おける成績木良児教育法 ， 修学堂書店 ，
1909

，

’
p．131

  　戸崎敬子，前掲論文 ， pp ．178− 179

  　内山喜久雄 （監）， 斉藤義夫 ・小林重雄 （編）， 知能障害事典 ， 岩崎学術出版社，1978
， pp．407− 408．

　 同書 に よれば ，
マ ン ハ イム ・シ ス テ ム は 「1901年 に ドイ ツ の バ イ エ ル ン州 マ ン ハ イ ム 市で 同市視学 の ジ

　 ッ キ ン ガー
（Sickinger，　J．　A ．）に よ っ て 試みられた学級編制法」 で あ り，「こ の 方式は，当時 ドイツ を

　訪れ た 乙竹岩造 らに よ っ て 明治30年代に 日本 に紹介 さ れ 」
，

「明治末期か らみ られ る補助学級 ， 促進 学級

　 に影響 しナこ」 と い う。

  　 こ の 規定 は ，「附属小学校 二 於 テハ 規定 二 示 セ ル 学級 ノ 外成 ル ヘ ク，盲人唖 人又 ハ 心 身 ノ 発 育 不 完 全
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　ナ ル 児童 ヲ教育 セ ン カ為 ， 特別学級 ヲ設ケ之 力教育 ノ 方法 ヲ 攻究 セ ン
『 ト ヲ希望ス

。

……
」 と い うもの

　 で あ っ た。

  　中野光 （編）， 及川平治 ， 分団式動的教育法 ， 世界教育学 選集，第69巻，明治図書，1972，p．319

  　浅尾紘也 ，「精 薄児教育 に おける分団教育 の 歴史的考察
一

大正新教育との接点に っ い て 」，精神薄弱

　問 題史研究紀要 ，第 5号 ， p ．73 ，
1967

  　斉藤千栄治，「劣等児及低能児教育 の 実際的研究 （
一

）」， 小学校 ， 第 16巻第 3 号 ， p．203．1913

儷） 及 川平治，分団式各科動的教育法，弘学館書店 ，1915，p ．1 （自序）．及川は，同書 の 自序で 「特に
，

　 ヂ ュウ井一博士 の 思 恵を受 け て ゐ る 」 と報 告 して い る。

  　中野光 （編）
「
， 及川平治，前掲書 ， p ．57．及川 は，　 S6guin の著 「白痴 とそ の生 理 的教育方法 」 の

一

　節 に あ る 「魯鈍児の 教育は ，常に筋肉よ り始め る が よ ろ しい ……」 を引用 し，「活動主義」の 根拠とした。

〔30　中野光 （編）， 及川平治 ， 前掲書 ， p ．319．中野 は
，

同 書 で 及川 の 分 団 式教育法 が 「0 ．　 M ．　 Johnes ：

　Teaching　Children’to　Study，　The　Groupsystem　Applied．1906．」に ヒン トを得た と指摘 して い

　 る。

（3M　中野光 （編 ）， 及川平治 ， 前掲書 ，
　 p ．6，乙 竹 の 「低能児教育法」が 参考 に さ れ て い る 。

  　中野光 （編），及川平沿，前掲書 ， p．6．笠原 の 「教育病理学」 が参考に さ れて い る 。

岡　中野光 （編）， 及川平治 ， 前掲書 ， pp ．20− 28

鯛　中野光 （編），及川平治，前掲書，p，168

  　斉藤千代治，前掲論文，p，204．斉藤の報告に よ れば，そ の後 「低能児」も収容 した ，但 し，
「特別学

　級 に 収容す べ き児童 は
，

読 方 ， 算術共通 の 成績不良児」 で あ っ た と い う。

  　金港堂 （編）， 前掲書，pp ．967− 968．中野光 （編），及川平治 ， 前掲書，　 p．46，
110．及川 は 「身体の

　健全 は 活動 の 根元」 と と らえ て い た が ，「為 さ しむる主義」に も見 られ た よ うに
， 体育 は 「自己鍛練制度」

　 で あ っ た。そ の 意 味で ，及 川 の 体 育 観 は健 康 児 的 で あ っ た と言 え るわ け で あ る。

鬮　宗像豊蔵 ，
「体操教授中の個別取扱」， 小学校 ， 第22巻第 8号 ，p．　579，1917．水町繁次 ， 「体操科 に

　於 け る 個別 的取扱 の実際」，小学校，第29巻 第 9号 ，p．697，1920．以上 の 報告 は
， 分団式指導 法 に 関

　 した もの で あ る 。

（39｝ 鈴木治太郎 ， 初等教育最近実際問の 研究 ， 宝文館 ，
1910，pp ．285− 322．同書 に よ れば ， 第 2 学年 よ り

　第 4学年 の 児童 7名が こ の 特別学級 に 配属されて い た。以下，同学級 の 指導内容などは，同書を参考資

　料とする 。

  　脇 田 良吉 ，前掲書，pp ．153− 172．同書 の報告 にホれば，同学級 の 児童は ， 「全 く白痴との 仲間 に 在 る

　 もの を含む 」 児童で あ っ たとい う。

（4e 榊保 三 郎 ら，異常児 ノ 病理及教育法教育病理 及治療学 ， 下巻 ， 富山房 ・南江堂書店，1910，　pp ．　645−

　 647

働　鈴木治太郎 ， 前掲書，p．156．こ うした 方式 は
， 岩手県師範学校 附属小学校 の 劣等児 学級 に も見 られ

　た 。 同学級 は
， 「修身 ， 唱歌 ， 体操 に は 普通児童 と一

緒 に 普通学級 に 勉強 せ しむ る こ とに 」 して い た。な

　お ， 同学級 の 方式は ，
「榊保三 郎氏 らの 考 え 方」 が 影響 して い た （佐藤静夫 ， 「明治時代 に おける岩手県

　の 劣等児教育」，精神薄弱問題史研究紀要，第 10号 ， pp ．21− 28
，
1972）。

  　榊保三 郎 ら， 前掲書 ， p．646

働　補助学級とは
， 学力向上 に よ っ て 原級復帰を予定 せ ず ， 学級所属を固定 して 卒業まで を原則 として 在

　籍させ て指導して い く学級で ある。

（45） 精神薄弱問題史研究会 （編）， 前掲書 ，p ．166

  　精神薄弱問題史研究会 （編），前掲書 ， p ．167，な お
， 小林 は 劣等児及 び 低能児 に つ い て

， 次 の よ うに

　定義 して い る。即ち，「劣等児は之を二 っ に分ける。一
は狭義 の 劣等児で あ っ て 他は低能児 で ある。前

　者即ち狭義 の 劣等児 とい ふ の は
， 普通 の 生徒 に して 知力の 全部又 は一部 が 梢 々 劣 っ て ゐ る もの ，普通児

　 と合同教授 をして も普通児と共 に 進んで い か れない もの で かの 原級留置 に せ られ る様なもの で ある。低

　能児 とい ふ の は 知力が全 く普遍 児 よ り低くあ っ て ，普通児 と共 に ど う して も学習 して い くこ との 出来 な
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　い もの 」で あ る と （小林佐源治，劣等児教育の 実際，目黒書店，1914，p．19）。 こ の 教育 の 発展 が 遅 れ

　たの は，劣等と低能 ， 換言すれば ， 知能障害を判別す る方法がなか っ た こ とによるとも言えるわけで，

　 フ ラ ン ス の ビ ネ （Binet ，
　A ．1857− 1919） に よ る知能測定尺 度が三 宅鉱一 ・市川源三 ・上野陽一らの手

　に よ っ て 紹介 され た の は ， 明治 41 （1908）〜同45 （1912）年で あ っ た （荒川勇 ・大井清吉 ・中野善達 ， 前

　掲書，pp ．　85− 87）。小林 は 次 の よ うな検査 ・調査を実施 して い る 。 即 ち ，身体面 で は遺伝 ， 生活史，身

　体一
般，変質徴候 の 調査 ， 精神面 で は 感覚 ，観念 ，

’
注 意 ，記銘，記 憶，想像 ，思 考

，
感情 ，

意志
，

心 理

　などの 検査を実施 （小林佐源治 ， 「低能児教育の要領」，教育研究，第147号，pp ．30− 38，1916．小林佐

　源治 ，同前論文，同前書，第150号 ， pp ．19− 25．1916）。

（47｝ 小松佐源治，「低能児教育の 要領」， 教育研究 ，第 151号 ， pp ．17− 18
，
1916．この 小林 の 報告 に よ れば

　明治41
’
（1908）年尋常科 2 年 7 名 ， 同 42 （1909）年 （同報告は明治 43＜1910＞年 に な っ て い るが ， 同42

　＜1909）年と考え られ る）尋常科 2 年 3 名 ， 同 3年 8 名 ， 同43 （1910）年尋常科 2 年 1 名，同 3年 2名 ，

　同 4 年 7 名，同44 （1911）年尋常科 3年 1名 ， 同 4 年 3 名 ， 同 5年 6 名，
’
同45 （1912）年特別学級を補

　助学級 とし， 土級 （尋常科 4 〜 6年）， 下級 （尋常科 2〜 3年） とする。上級11名，下級 8名で あ っ た。

｛姻　小林佐源治，前掲論文，教育研究，第151号，p．20．こ の 小林の rr働け る社会人 』 を教育目標に し，

　教育を r生活』 に おき
1．知的学習は生活に必要 な最低限に とどめ

， 合科指導」を行な っ たこ とに つ い て
，

　西谷三 四 郎 は
，

「今 日に お い て も極 め て 妥当」で あり ， 教えられる点が 多 い と評価 して い る（西谷 三 四郎 ，

　「東京高等師範学校附属小学校特別学級の初期の 資料」， 精神薄弱問題史研究紀要 ， 第 2号，p．40 ，
1965）。

　な お ，合科指導を行 な っ た特別学級 に は
， 福岡県女子師範学校附属小学校特別学級の 午後級があ っ た。

　 こ の こ と に つ い て は 後述す る。

黝 ・小林佐源治，前掲論文，教育研究，第150号，p．26，1916

（50） 田島真治 ，「劣等児童教育の 要領」，教育研究 ，第186号 ，p。37，1919．田 島は 上 級 の 児童 を担当した
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t

　の で あ るが ，同報告の中で劣等児教育は ，「一は 身体の発達 に よ りて知能に善影響を 及 ぼす事と，一は

　身体の 発 達 に よ りて 彼等の 将来の 筋肉に 訴へ て 職業の 基礎を作る為」 の 指導が肝要で あ る と指摘 して い

　 る 。

〔50 小林佐源治 ， 前掲論文 ， 教育研究 ， 第 151号 ， pp ．21− 22

孅　森清 ，
「精神薄弱教育の 問題 （V ）一 精神薄弱特殊学級の 成立過程」，熊本大学教育学部紀要，第15

　号第 2 分冊 （人文科学）
， p．116，

’
1967．内山喜久雄 （監）

， 斉藤義夫 ・ 小林重雄 （編）， 知能障害辞典，

　岩崎学術 ，
1978，p ．332．後者に よれば

，
　 Decroly，　Ovide （187F1932）は ，1907年知能障害児教育の

　経験を生 か し， 普通児対象の 生活主義 の 学校 で 合科教授法を採用 して い る 。 こ う した こ とか ら，森は こ

　の 試みを高 く評価 して い る。こ こ で は ， 体育を重視 した 合科教育 を 低能児教育 に適用 した こ と に関 して

　評価され る 。

（謝　小林佐源治 ，前掲書，pp ．347− 348，

（54｝ 小林佐源治，前掲書 ，．pp ．348− 349．451− 454

鬮　こ の 「脳育」 とは，木庭修
一 ・斉藤義夫 ・植野善太郎らが

，

・「精神薄弱児 の体育指導」の中で使用して

　い る語 で あ り，後述す る の で ，
こ こ で は概念 の 説明を省略する 。

岡　田島真治 ， 「劣等児 の体操」，教育研究，第127号，pp ．48− 53
，
1914．田易真治，厂劣等児 の 体操」，

教

　育研究，第 128号 ， pp ，38− 43，1914，また
， 小林は 「医療体操と して 医療的 の もの を と思 っ たが特に そ

　れほどの 生徒もな く必要な か っ た 」 と報告して おり，田島と同じ考え方 をも っ て い たと考えられる （小

　林佐源治 ，前掲書 ， p．454）。 な お ，
「明治 四十 三 ，四年 ごろは脊柱彎曲者が40％ を越 え る有様で ， 姿勢

　教育 に つ い て 重視され矯正体操が 広 く取 り上げられ」 て い た （文部省 （監），日本学校保健会 （編），学

　校保健百年史 ， 第
一

法規 ， 1974， （第 2刷）， p．59）。

671田島真治 ， 前掲論文 ， 教育研究 ， 第127号 ， pp ．50− 51

（59］ 小林佐源治，前掲論文 ， 教育研究 ， 第 152号 ， pp ，5− 6
』

  　乙竹岩造 ， 前掲書 ， pp ，471− 474

〔6 　荒木善次 ， 低能児 教育 の 実際 ， 文川 堂書房，1935，pp ，30− 41
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〔61） 荒木善次，前掲書，pp ．30−41。山崎小学校特別学級 の 開設年月 に つ い て ，清水が 「大正二 年六月が

　正 しい もの と思 わ れ る」 （清水寛 ， 「日本精神薄弱関係文献 目録 と解説 ， 戦前 そ の く四 〉 」， 精神薄弱問

　題史研究紀要，第 4号 ， p ．61， 1966）と報告 して い る ように
， 疑問京が あるが

， 本稿で は 「明治四十二

　年六月」 説を採用 して 検討 した。

働　荒木善次 ， 前掲書 ， p．42．荒本 の 報告 に よ れ ば
，

「研究中の 処 もあ り，或 は廃止 の 処 もありま した 」．と

　の 附記 もあ るが ， 当時奈良女師附小 の 補助学級は開設されて い な か っ た 。 荒木学級開設年月 に 疑問が 出

　 て くる所以で ある 。

〔63） 荒木善次 ，前掲書 ， pp．49−50 ，
88− 90．荒木 の 低能児の 内容 は

，
「白痴 ， 盲 唖

， 孤児及 び 就学猶予 の

　学齢児童以外 の 学齢児童」で あり， 知能劣悪存者 ，

一
部学科成績が劣悪 な者 ， 「強健 性低能」者 ， 身体

　虚弱 で 知能劣悪な者 ，感覚異常 の 者 ，
一

種 の 変質性の 者な ど で あ っ た。

（6の 荒木善次，前掲書，pp．266− 269．例え ば
， 原因調査，身体検査 ， 耳鼻検査 ， 精神的特質調査，不良性

　格調査
， 善的臀質調査，運動に 現わ るts特相観察 ， 容姿に現わ る 、 特相観察 ， 家庭観察 ， 児 童寝姿調査 ， 連

　合観念調査 ， 述路練習，盲目歩廊練習 ， 注意測定 ， 疲労と計算能力調査，そ の 他学力検査 な ど多数があ

　 る 。

  　荒本善次 ， 前掲書 ， pp ．278「584．多 くの 事例が報告さ れて い る 。

  　荒木善次，前掲書，p．111，172．こ こ に は ，前述の 小林と類似 した発想 の転換を見る こ とがで き る。

　また
，

こ の 思想 は特別学級担任中一貫 して指導面に反映された。

（6η　荒木善次 ，

’
前掲書，p．112．な お

’
，荒木は事前の 「視察所感」の中で ，第一に体育，第二 に徳育，第

　三 に 智育 ，
か うい ふ 順序で 進んだ方が

， 此 の 種の 教育の 使命的順序で はある ま い か 1 と述べ て い る （荒

　木善次，前掲書 ， p．　47）。

  　長谷川卯三 郎 ，
「熊本市低能児教育 二 就 テ 」，

日本学校衛生，第 5巻第 5号 ，pp ．27−29．1917．長谷川

　は ，同報告 の 中で 荒 木学級開設年月 を 「大 正二 年六月 」 と述 べ て い る （長谷川卯三 郎，前掲論文，p ．25）。

  　荒木善次，前掲書，pp ．193− 198
，
　p．231

  　精神薄弱問題史研 究会 （編）， 前掲書 ， pp ．170− 171．同書で 山 田 明 は
，

「生 活 に 即 した 実物や経験 を

　取 り入れた教育べ の 着目」を 荒木教育論の 特質の
一つ ととらえて おり ，

こ れは 「家庭の 生活困難が低能

　 児 に 及ぼす教育上の問題へ の着目と生活主義教育の効果とい う両側面か ら構成された もの 」 と指摘して

　 い る。

  　荒木善次 ， 前掲書 ， pp ．234− 249．なお ， 「直観教授」 と は ，

1
「Anschauungsuuterricht （独），

　object
’lesson （英） の 訳語」で あ り，「子 どもに具体的な事物を しめ し感覚を通して 認識 の 発達をは か、

　 る こ とを教授の 基本とする思 想」 で あ る （日本近代教育史事典編集委員会 〈編〉 ，前掲書，pp，273−

　 274）。

  　荒木善次，前掲書，pp ．247−248，なお ，遠足と他教科 の 結びつ い た指導形態が出始め た の は 明治17，

　 8 （1884，1885）年頃か らで あ り （山本信良 ・今野敏彦，近代教育の 天皇制イ デ オ ロ ギー，新泉社，、1974，

　 p ．189），同20年代以降同30年代後半にか けて ，こ の形態が普及 ・定着化の傾向を示 した （井上敏夫，「作

　 文教育と遠足との 関係」，埼玉大学紀要，教育学部編，第13巻，pp ，4− 8，1964）。 ま た ，荒木学級の よ う

　 に ，対応 の 姿勢や実施規模で は比較 に ならな い が ，東京市下谷万年尋常小学校 の 特別学級で も類似 した

　 形態が 見・られた （清水寛，厂東京市下谷万年特殊小学校に おけ る貧児教育問顳 として の r精神薄弱』児教

　育 にっ い て 」，精神薄弱問題史研究紀要，第 15号，p．19，1974）。

  　荒木善次 ， 薊掲書，p．236

  荒木善次 ， 前掲書 ， pp ．241− 242．荒木 に よれば ，
こ の よ うな指導形態は i 当時 の 九州地方 で は全 く

　 珍 しい もの で あ っ た と い う。

・

  　荒 木善次，前 掲書，pp ．245− 246．荒木 は ，低能 児 に 「か うした方面 か らが一番有効 の や うに 思 は れ」

　 る と指摘して い る。な お，山田 明 は，「生活 に 即 した実物や経験 を取り入れた教育 」， 「生活主義教育 」

　 と報告 して い る （精神薄弱問題史研究会 く編〉 ，

’
前掲書 ， pp ．170− 171）。

工27

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Hokuriku University

NII-Electronic Library Service

Hokuriku 　University

20 北　野　与　一

  　井上敏夫，前掲論文，pp ．4− 9．井 上 は，同論 文で 「30年代 中葉 に な ると，遠足 は校外教授 の 一環 と

　 して 教育課程 の 中に 定置され，重要な教育的主義を に なうもの とな っ た」 と報告 して い る 。 荒木の 方案

　 は，この 30年代に行なわれた校外 （郊外）教授法を踏襲 した もの で あ っ た 。

  　北 野与
一

，
「遠 足の 語源 に 関す る一考察」， 北陸体育学会紀要 ， 第 19号 ， p．42 ，

1981

  　荒木善次 ， 前掲書 ， pp ．115− 223， 266−276， 597− 600

  　荒木善次，前掲書，p．44，600，603．「敬信」 が方案 の 目標 ともな っ て い た よ うに，神や 仏 の 敬信 ｝こ つ

　 い て の 指導がな さ れた 。 なお ， 教育者と して の 心 の持ち方 ・在 り方を宗教，特に 「目蓮と い うそ の人自

　 身の 信念 」 に求 めて い たと報告 さ れて い る （喜田 正春，「荒木善次先生 と精薄教育」，精神薄弱問題史研

　究紀要，第 8号，p．69，1970）。

  　　荒木善L次，前掲書 ，pp ．53− 54

（Bl｝ 荒木善次，前掲書 ，　 p．60

〔82｝ 荒木善次，前掲書 ， PP ．60− 61

  　荒木善次，前掲書，p．62．な お ，荒木は
，

そ の 後昭和時代に入 り白王 学園 を経営 ， 精神薄弱児 の 教育

　 と保護 に生涯を捧げた 。

  　群馬県内務部第三 課，前掲書，pp ，252− 254

｛跖） 小林佐源治，前掲書 ， pp．70− 137

  　長野県教育史刊行会 （編），前掲書，pp ．370− 371．但 し，こ の 調査 は ，大正 2 （1913）年 12月の 調査

　 で ある 。 杉浦の 報告に よれば，この 後町尋常小学校の 「低能者学級」児童 に対し，厂低能の 原因 の 調査

　に資せ ん為に……受持教員と学校医 と協力 して 遺伝及環境 と身体及精神上の 検査」が ，実施されて い る

　 （杉浦守邦 ， 山形県特殊教育史，山形県特殊教育研究会 ，1978，p．42）。

  　
’
荒木善次，前掲書，pp ．266− 269

  　文部省 （監），日本学校保健会 （編），前掲書 ， p。55

（89） 文部省 （監），
1
日本学校保健会 （編），前掲書； pp ．1垣一116。同書 に よ れば，小学校に おけ る学校医の

　 設置状況は，「勅会公布 の 翌年 わ ず か に 二 〇 ％……設置率が三 〇％ を越 え る の が 明治三十四年，四〇％

　 を越 え る の が 明治三 十九年，五 〇 ％ を 越 え るの が勅令公布十年後の 明治四十一年の こ とで あ っ た。……

　 大正七年……や っ と八 〇％を こ え る に い た っ た」 とい う。

  　文部省，特殊教育百年史，p．39

鯛　文部省 （監 ），日本学校保健会 （編），前掲書 ，p ．152

働　岸野徳四郎 ・広瀬佐平，初学年教育の 実際，宝文堂 ，1912，p ．6

（93） 藤原 薫，「劣等生の 衛生 的 観察」，小学校，第16巻第 3号 ，p ．17 ，19工3
・
（脇　小林佐源治，前掲書∫p．137

  　杉浦守邦 ， 前掲書，pp ．70− 71．杉浦の 報告 に よ れば，養護 の内容は ，次の よ うな 進展 を見 せ た 。 明

　 治期に おけ る養護 の 概念 は ，当初 「日常生活にお い て 栄養，空気，光線，衣服
， 保温，清潔，運動，休

　 養等の 衛生的原則を遵守させ
， 不良な習慣を矯正して

， 健康を保持増進 させ る作用」で あり，その担当

　 者は一般教師で あ っ た 。 そ の後 ，
「身体検査 を接点と して 」，「一般養護 と特別養護」とい う概念が生 ま

　 れ ，前者が一般教師，後者が学校医の 任務とな っ た 。

〔96） 岡山県 の f劣等児童取扱法」，児童研究，第 11巻第 2号 ， p ．45， 1908．岐阜県の 「異常児童救済法規」，

』

　 児童研究，第11巻第 3号 ，pp ．　47− 48，1908．「新潟県 の 異常児及其取扱」，児童研究，第15巻第 8号，

　 p．260，1912

〔吻　栃木県教育史編纂会 （編）， 栃木県教育史 ， 第 5巻 ， 栃木県連合教育会 ，
1959

， p、．407．．こ の 報告 は「大

　正 5，6年頃」の もの で，厂彼等」とは 「劣等児 と軽度の 低能児」 の 意 で ある 。

（9鋤 文部省，養護学校 （精神薄弱教育）学習指導要領解説 ， 東山書房 ，
1978

， （第 5版）， pp ．88− 89
，
119−

　 120

（99） 一宮俊一，「r養護 ・訓練』 の 史的考察 lJ ，徳島大学学芸紀要 ，教育科学 ，第27巻，　 pp ．1−8，1978．

（100｝脇田良吉 ， 前掲書 ， p ．218、な お
， 同書 は

， 脇 田が 「楽石社特殊教育部」（東京）と 「富士見小学校」で
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　の 「約 2 ケ 年gの 研究と実践に よ る 「副産物」で あ る （脇田良吉，異常児教育耳十年 ，
日乃丸会，1933，

　（再版）， pp ．18−19）。

〔101）石井亮一，白痴児其研究及教育 ， 丸善株式 ，
1904，p．17，255，256，260．同書 で 石井 は

， 「筋肉の 統

　御と知力 の 間に甚密接な る 関係の 存す るもの な る こ とを 證
．
明せ ざ る は な し。 而 して 前者 の 発達 と共 に注

　意力随て 又 知力 の 発 達 せ る例證少か らず」 と 述べ て い る。・

UO21石井亮
一

， 前掲書 ，
　 p．261

（103｝石井亮
一

全集刊行会 （編）， 石井亮
一

， 石井亮
一

全集 ， 第 1巻 ， 石井亮一
全集刊行会 ，

1940
， pp ．206−

　234，石井は
，

こ の 「遊戯競技」の 中で
，
75種の 遊戯運動 に

， 用具 ， 目的 ， 指導法を添 え て 提示 して い る。

904石井亮一，前掲書，pp，252「 253

ao5）石井亮一全集刊行会 （編），石井亮一，前掲書 ，
　 pp ．205− 206，同書に は，留意事項が13項目提示 さ れ

　て い るが
，

こ こ で は 主要 な点を略記 した 。

（1〔6）乙竹岩造 ，前掲書 ， pp ．400− 401．乙竹は，戸外遊戯 の 他に，教室内で 行な われる作業的遊戯 ， 即ち ，

　 図画 や 手工 な ど を も含 め た 広義の 遊戯を考えて い た 。

｛期 榊保 三 郎 ら，前掲書 ， p．724

〔1　OS）木庭修
一・斉藤義夫 ・植野善太郎，精神薄弱児 の 体育指導 ， 金子書房 ，

1974，　p．10．斉藤 らは ， そ の

　根拠を次の よ う に 述べ て い る。「脳 の 機能 は ， 細胞 間の 結合が 精密化 し
， 神経繊維 の 髄鞘化が 進む に つ

　れ て 向上 して い く。 しかも結合の 精密化 と髄鞘化に は
一

定 の 順序性が あ」 り ， それは 「大脳皮質 に お い

　 て は r感覚 ・運動の 中枢か ら連合中枢 （思考や判断の 中枢）へ 』 とい う順序で ある 。

一方，神経は 適度

　 に使 うこ と に よ っ て 発達が 促進 され る」 と 。

囎 乙竹岩造，前掲書，pp ．468−46g

Qlen小 林佐 源 治 ，前掲論 文，（第 15号 ），　 p．24

〔111）小林佐源治，前掲書，pp．451− 452

U12）田島真治 ， 劣等児 と低能児 の 教育 ，目黒書店 ，
1918，，pp ．483− 484．同書に よ れ ば，田 島 は 「球受 け 遊

　戯」 や 「略式キ ャ ッ プ テ ン ボール 」 も考案 し
， 実施 して い た。

U13｝田島真治 ， 前掲論文 ， （第127号），
　 p．50

U14榊保三 郎 ら ， 前掲書 ，
　 p，724

（115）榊保三 郎 ら ， 前掲書，pp ．724− 725

｛116｝脇田良吉 ， 小学校 に 於ける成績不良児教育法 ， p ．277．な お ， 当時 ， 成績不良児の 「注意」 につ い て

　 の 関心は高 く ， 元良勇次郎ら心理学者 の 影響もあ っ て
，

こ う した 児童の教育上問題化 して い た （元良勇

　 次郎，「精神操練に就て 」，感化救済事業講演集，下巻 ，内務省地方局，1909，pp ．779−797）。

〔11丁 脇田良吉，小学校に於け る成續不良児教育法 ， pp．310− 312，なお ，脇田は 「豆袋投げ」，
「お小梅や球

　 の投げ合い 」 を も特別指導 した （脇田良吉，異常児教育乃実際 ， 金港堂害籍，1915，p，247）。

（118）一
宮俊

一
， 前掲論文，（徳島大学学芸紀要 ， 教育科学 ， 第 27巻）， p．．3

｛119｝石井亮
一全 集刊 行 会 （編 ）， 石井亮

一
， 前掲書 ， p．　104，215

（嚠 乙竹岩造 ，前掲書 ，p ．362．
1
なお笠原は J 「補助学校」 に おけ る 「体操」科 の 「筋肉の 練習」で ，，「片足

　 で も っ て 長 く立 つ 」 こ とや ， 「運動場に 線をひ い て そ の 上 を真すぐに 走 らす」 こ とを推奨 して い る （笠原

　 道夫，異常児教育 の 理論と実際，弘道館 ，1913，p．239）。

（120 脇 田 良吉，小学校に 於け る成績不良児 教育法，pp．366− 367

膕 清水寛 ，
「東京市下谷万年特殊小学校における貧児教育問題 と して の 『精神薄弱』児教育 につ い て 」，

　精神薄弱問題史研究紀要，第 15号，p．24，1974．こ の
’
「特別訓練」 は福岡県女子師範学校附属小学校特

　 別学級 （午後級）に おける 「特別作業」と同 じ く，
厂養護 ・ 訓練」的内容の もの で あり ， 注目すべ きもの

　 で あ っ た 。 な お ，清水の 報告に よ れ ば，こ の 訓練は 「元良の 実験か ら示 唆を得」た とい う。

任器）脇田良吉，小学校に於ける成績不良児教育法，pp ．　274− 275．そ の他，脇田 は，「指先の 運動」 と して

　 「弾豆 等 の 練習」を推め て い る （脇 田 良吉 ， 異常児教育乃実際 ， p．247）。
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（124 笠原道夫，前掲書 ， pp ．239− 240．同書は ， 「大正元年八月京都帝国大学主催第 三 回夏季講演会 に 口 演

　した筆記に多少の筆を加え」たもの で あ る （笠原道夫，前掲書，「凡例」を参照）。

U25｝榊保三 郎 ら ， 前掲書 ，
　 p．377

鵬 乙 竹岩造 ， 前掲書 ， p．474．具体的 に は ， そ れは ， 「手工 」 の 指導理念 に 見 られた 「小筋 の 運動 に よ っ

　て 其の 屈伸 ，巻用 ， 筋 の 韻律 ， 筋 の 連絡」を練 る もの と考え られる。

（a助’
乙 竹岩 造

， 前掲書 ， p．363

U28｝榊保三 郎ら，前掲書 ，
　 p．375

  榊保三 郎 ら ， 前掲書 ， p ．376

（1鋤 榊保三 郎 ら ， 前掲書 ， pp ．634−744．友納友次郎 は 同書の 「第 二 十章 」 を担当 ， 「新学級編制及 ビ 其実

　際」 と題 し，同学級 の 実際を報告 して い る。

｛131）榊保三郎 ら，前掲書 ，pp ．　679−683．友納 の報告 に よれば，こ の 「特別作業 ハ 覚官 ノ 教練 卜注意集中

　 ノ 練習及 ヒ 訓練上特殊 ノ 作業 ヲ 課 セ ン コ ト ヲ 目的 ト シ テ 加設 セ ル モ ノ 」 で
， 第一級 か ら第四級ま で ，各

　 1時間配当されて い た。こ の教科は，前述 の万年尋常小学校に も見られ た が，現在の 「養護 ・訓練」 に

　通ず る性格の もの で あ り，注 目すべ き教科で あ っ た 。

Q3X榊保三 郎ら，前掲書 ，
　 p．671．友納の 報告 に よ れば

，
「福岡県女子師範学校附属小学校特別学級児童個

　人簿様式」の 「遊戯体操」 の 項 に は，興味 ，種類 、 持続 ，運動量 ， 疲労，動作，巧拙，他人 トノ 関係 の

　調査項 目が 掲げられて お り，児童 の 能力 は こ うした 細か い 調査を通 じて 把握され ，個別指導 が 行なわ れ

　た もの と思われ る 。

（133）榊保 三 郎ら，前掲書，pp ．727− 728．友納は ，「各教科 ヲ 互 二 連絡統合セ シ メ テ 教授 ヲ施ス ベ キ コ トノ

　必要 ナ ル ハ ……明 カ ナ ル 所 ナ ル ベ シ 」 と指摘，ま た，「午後級 二 於 ケ ル 時間割 ハ ，単 二 其予案 タル ニ 過

　ギズ シ テ ，実際ノ 教授 二 於テハ ，殆 ン ド其時 ト場合二 臨 ミ適当 ノ方法ニ ョ リ互 二 連関シ テ 教授ス ベ キ モ

　 ノ ナ ル コ トヲ 記憶ス ベ シ 」 と報告 して い る 。

U34榊 保 三 郎 ら，前 掲書，　 p，724

（135｝榊保三 郎ら，前掲書，p．726

聯 ｝榊保三 郎ら，前掲書，p．727
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